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│∂╘⌐ 

 

⁸ ╛ ⅜ ⌐◘☻♥♫Ⱪꜟⱨ□▬♫fi☻

⌂ ╩ ∆╢√╘─ ╩ ↕∑≡⅔╡1⁸ ⌐ESG 2╛◓

♪fiⱲfiכꜞ ─ ⅜ ⇔≡™╢⁹↕╠⌐⁸2015 ⌐ ⌂

SDGs ≤ ⌐ ∆╢Ɽꜞ ⅜ ↕╣⁸ │ ⌂

─ ⌐ ↑≡ ⅝ↄ ╩ ∫√⁹ 

 

⁸ ⌂ ─ ⌐ ↑≡⁸ √⌂ ה ┼─ ╩

∆√╘⌐│ ─ ─ ⅜ ≢№╢↓≤⅛╠⁸ ╩ ⌐⁸

⌐╙◘☻♥♫Ⱪꜟⱨ□▬♫fi☻╩ ⌐ ∆╢ ⅝⅜№╢⁹ 

 

↕╠⌐⁸2021 │◘☻♥♫ⱦꜞ♥▫╩ ╢ ─ ≢╙⁸≤╡╦↑

⌐ ⇔≡ ⌂ ⅝⅜ ╕╣╢ ≢№╢⁹G ⁸G20⁸COP26 26

⌂≥⌐⅔™≡ ⌂ ꜟכꜟ╛ ⌐ ↑

√ ─ ⅜ ↕╣╢⁹╕√⁸ ⌐⅔™≡│⁸Ɽꜞ ┼─ ╛

◘Ⱶ♇♩─ ⌂≥⁸ ┼─ ╩ ⌐∆╢ ⅝⅜ ╠

╣╢3⁹ 

 

⌐⅔™≡╙⁸2020 10 ⁸2050 ─ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌ ╩

∆↓≤≤↕╣⁸2021 ⌐│⁸2030 ⌐⅔↑╢ ●☻ Greenhouse 

Gas⁸ GHG ─ →⅜ ↕╣√⁹↓─ ╩⁸₈ ≤ ─

₉⌐≈⌂→╢↓≤⅜ ─ ≢№╢⁹ 

 

⅜ ┼≤ ⅛℮ ⁸ ─ ╙↓─ √⌂ ╩ ╪≢™ↄ

↓≤⅜ ≢№╢⁹╕√⁸ │ ─ ⌐ ∆╢ ™ ה

╩ ⇔≡™╢─≢⁸3,000 ≤╙™╦╣╢ ─ ESG ╩

                                                      
1 具体的な契機としては、2003年にプロジェクト融資時の環境・社会影響評価のための基
準である赤道原則が策定されたことや、 2006年に機関投資家による ESG投資における規
範を定めた責任投資原則（Principles for Responsible Investment、以下 PRI）が公表され
たこと等が挙げられる。 
2 ESG投資に関する明確な定義は定まっていないが、関連する統計として、GSIA の定義
による 2018 年の世界の サステナブル投資残⾼は 約 3,000兆円（30 兆 6,830 億ドル）とさ
れている。The Global Sustainable Investment Alliance(2019)  ”2018 Global Sustainable 
Investment Review” 
3 2021 5 月に公表された気候変動に関する大統領令では気候関連金融リスクへの対応に
政府全体で取り組むことが示された。 
<https://www.whitehouse.gov/briefing -room/presidential -actions/2021/05/20/executive -
order-on-climate-related-financial-risk/ >  
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⌐ ┘ ╖⁸ ─ ⅜↓℮⇔√ ─ ╖⌐ ↕╣╢╟℮⁸

╛ ⅜ ⌐ ╩ ∆╢↓≤⅜ ≢№╢⁹ 

 

↓℮⇔√ ⅛╠⁸2020 12 ⁸ ⌐₈◘☻♥♫Ⱪꜟⱨ□▬♫fi☻

₉⅜ ↕╣⁸2021 ⅛╠ừ ⌐╦√╡⁸ ⅛╠─ⱥ▪ꜞfi◓

╩ ™⌂⅜╠⁸◘☻♥♫Ⱪꜟⱨ□▬♫fi☻─ ⌐ ↑√ ⌐≈™≡

╩ ∫√⁹⌂⅔⁸ ≢◘☻♥♫ⱦꜞ♥▫╩ ╢ ╩ ╘╢⌐№√∫≡│⁸

ↄ ה ╩ ≤⇔√⅜⁸ ≢ ╙ ה ⌂ ≢№╢

╩ ⌐ ⅎ√⁹ 

 

│⁸ ─ ⌐⅔↑╢◘☻♥♫Ⱪꜟⱨ□▬♫fi☻─ ╩

⇔≡⁸ ⌐⅔↑╢ ─ ╩ ≤⇔≡≤╡╕≤╘√╙─≢№╡⁸

│ ─ ╡≢№╢⁹ 

 

≢│◘☻♥♫Ⱪꜟⱨ□▬♫fi☻⌐ ∆╢ ⌂ ≤ ⌂

⌐≈™≡╕≤╘⁸ ⅛╠ ╕≢│ ⌐ ╦╢ ╩

≤⇔≡ ⇔≡™╢⁹∆⌂╦∟ ≢│ ≤⌂╢ ⌐ ╦╢ ⁸

≢│ ╩ ≤∆╢ ⌐ ╦╢ ⁸ ≢│

╩ ≤∆╢ ⌐ ╦╢ ⌐≈™≡ ⇔≡™╢⁹ 

 

⅜ ⌂ ─ ⌐ ↑≡ ⅝ↄ ╩ ∫√ ⁸ ╩ ⅎ╢

⌂▬fiⱨꜝ≢№╢ ╙⁸↓─ ⅝⌐ ⇔≡™ↄ ⅜№╢⁹↓℮⇔√

─ ⌐ ╦╢─│⁸ ╛ ≤™∫√ │╙∟╤╪─↓≤⁸

└≤╡─ ≢╙№╡⁸↓╣╠─ ─ ─ ⅜ ⌂ ≤

⇔≡ ╣≡ↄ╢↓≤⌐⌂╢⁹ ╩ ≤⇔≡ ⌐⅔↑╢◘☻♥♫Ⱪꜟ

ⱨ□▬♫fi☻⅜ ⇔⁸ ⅛≈ ⌂ ⅜ ╙ ↄ ∆╢

↓≤╩ ∫≡™╢⁹ 
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⁸ │ ⌐ ⅎ⁸ ≤ ─ ⁸ ⱪꜝ☻♅♇

◒ ⌂≥⁸™╦┌ ─ ≤╙ ⅎ╢ ⌐ ⇔≡™╢⁹

⌐ ─ ≤ ─ ⁸ ≤ ⁸ √⌂ ─ ⁸

╛☺▼fi♄כ ─ⱦ☺Ⱡ☻≤ ─ ™ ⅜№╡⁸

⌐⅔™≡│ ╛ ─ ⌂≥╙ ⌂ ≤⌂∫≡™╢4⁹↓

╣╠│™∏╣╙⁸ ─ ╩ ⅛∆ ≢№╢⁹ 

 

≢╙⁸2050 ─ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌ │⁸ ∆═⅝ ╙ ⌂

─ ≈≢№╢⁹ ⌐⁸2021 ⌐│⁸2030 ⌐⅔↑╢GHG ─

→⅜ ↕╣√≤↓╤≢№╡⁸╟╡☻Ⱨכ♪ ╩ ∫≡ ∆╢ ⅜№╢⁹

⌐⁸↓℮⇔√ ⅝│⁸ ⅝⌂ ╩ ℮╙─≢№╢√╘⁸∕─

⌐⅔™≡ ⌂ 5╩ ∆╢≤™℮ ╙ ≤ ⅎ╠╣╢⁹ 

 

↓╣╠─ ─ ─ ↄ│ ≤ ⌐ ∆╢⁹∕⇔≡

│∕─ ─ ⌐ ⇔⁸ ─ ╩╙ ∆╢⁹⇔√

⅜∫≡⁸ ─ ⅎ ⅛╠─ ╩ ⇔⁸ ⌐⅔↑╢ ─

⌐ ESG ⁸ ⁸●Ᵽ♫fi☻ ─ ╩ ╖ ╗↓≤╩ ╘≤⇔√⁸◘

☻♥♫Ⱪꜟⱨ□▬♫fi☻╩ ∆╢↓≤│⁸SDGs╩ ⇔ ⌂ ╩

∆╢ ≢ ≤⌂╢⁹ ≢◘☻♥♫Ⱪꜟⱨ□▬♫fi☻⅜ ⌐ ↕

╣≡™╢─╙∕─√╘≢№╢⁹ ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌⌐ ─√╘⌐│

─ ╩ ≤∆╢↓≤⅛╠⁸ ⌐ ↕╣╢ │ ⅝™⁹ 

 

╕√⁸ ⌂ ─ │⁸∕╣⌐ ∫≡ ≈ ╛

⌐╙ ╩╙√╠∆╙─≢№╢⁹↓─ ⁸ ─ ╩ ↄ

∆╢ ꜚ♬Ᵽכ♫כ○ꜟ◘כ ╛∕╣⌐ ™ ⌐№╢ ⅜

≢№╢⁹◘☻♥♫Ⱪꜟⱨ□▬♫fi☻│⁸ ₁─ ⌐≤╙⌂℮ ╛

                                                      
4 本有識者会議の下に「ソーシャルボンド検討会議」を設置し、企業等がソーシャルボン
ドの発行にあたって参照できるガイドラインの策定に向けた検討を進めている。 
5 欧州委員会は、持続可能な経済への移行に当たって様々な課題に直面するGHG 多排出
産業に対する支援枠組みが必要であるとし、公正な移行メカニズムを導入。支援には、移
行の影響を受ける労働者や若者に対する新たな仕事への移行準備のための再訓練等も含
む。 
<https://ec.europa.eu/info/strategy/priorities -2019-2024/european-green-deal/actions-
being-taken-eu/just -transition -mechanism/just-transition -platform_en>  
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─ ╩ ⅜ ⌐ ╡ ╖⁸ ╛ ╩ ⇔√

╩ ℮↓≤≢⁸ ╛ ─ ⅜ ∆╢⌂≥⁸∕╣╠─ ⅜

≤⇔≡ ∫≡ ≈ ╩ ⇔ ∆╢ ╩ ≈⁹∕╣│ ⁸ ₁─

⌐╙ ╩╙√╠∆⁹⇔√⅜∫≡ꜚ♬Ᵽכ♫כ○ꜟ◘כ ⌐≤∫≡│⁸◘

☻♥♫Ⱪꜟⱨ□▬♫fi☻⌐ ╢ ╖⅜ ╠─ ∆╢ ⱳכ♩ⱨ◊ꜞ○

─fiכ♃ꜞה◒☻ꜞ─ ⌐≈⌂⅜╢≤™℮ ⅜№╢≤ ↕╣╢⁹ 

 

↕╠⌐⁸ESG ╩ ─ ⌐ ╖ ╗↓≤│⁸ESG⌐ ╢ꜞ☻◒─

╛ ─ ⌐╙≈⌂⅜╢⁹╕√⁸ ╛ ⅜◘☻♥♫Ⱪꜟⱨ

□▬♫fi☻╩ ╘╢↓≤│⁸∕─ ⌐⅔↑╢ ESG ┼─ ╩ ∆

╩ ≈⁹↓╣⌐╟╡⁸ ─ ESGꜞ ☻◒ ⅜ ⇔ ⇔─

⅜ ╠╣╣┌ ꜞ☻◒─ ⅜ ↕╣╢⁹ESG ╩ ╡ ╣√ √

⌂ⱦ☺Ⱡ☻ ─ ה ⌐╟╡ ─ ⇔⅜ ∆╣┌⁸

─ ╙ ↕╣╢⁹╕√⁸ ⌐│⁸↓╣╕≢─ ⱳכ♩ⱨ◊ꜞ○

⌐ ≠ↄ ⌐ ╦╣⌂™ ─ ⅜ ≢№╡⁸ ⌐│∕℮⇔

√ ─ ╩ ה ∆╢ ╙ ↕╣╢⁹ 

 

─╟℮⌐⁸◘☻♥♫Ⱪꜟⱨ□▬♫fi☻│⁸ ⌂ ◦☻♥ⱶ

─ ⌐ ↑√ ⌂ ⌐ ∆╢ ╛ ┼─ ╩ ∂≡⁸ ה

ה ⅜ ╕⇔™№╡ ⌐ ↑≡ ⇔≡™ↄ↓≤╩ ⅎ╢ ⱷ◌♬☼

ⱶ⁸∆⌂╦∟⁸ ⌂ ◦☻♥ⱶ╩ ⅎ╢▬fiⱨꜝ≤ ↑╢═

⅝╙─≤ ⅎ╠╣╢⁹∕╣│⁸ ⌂ ◦☻♥ⱶ─ ≤™℮

╩ ⅎ√ ─ ™ ╖≢╙№╢⁹⇔√⅜∫≡ ⅜כ♃◒☿ ⌐ ╡

╗≤≤╙⌐⁸ ⌂ ╖ ╡⌂≥╩ ∂≡ ⌐╙ ⇔≡™ↄ═⅝

≤ ⅎ╠╣╢⁹ 

 

 

 

 

 

│⁸ ─ ╩ ∆╢ ⅜ ─ ─√╘⌐ √∆

═⅝ ≤ ≢№╢⁹ ╛ ─ ─ ≢│⁸⅛≈≡

│ ⌐ ESG ╩ ∆╢↓≤│⁸ ─ ─ ╩

∆╢↓≤⌐⌂╡ ⌐ ∆╢─≢│⌂™⅛≤─ ⅜№∫√⁹ 
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↓╣⌐ ⇔≡2005 ⁸ ה ▬♬◦▪♥▫Ⱪ UNEP FI 6⅜≤

╡╕≤╘√ⱨ꜠♇◦ꜙⱨ▫כꜟ☼ 7⅜⁸₈ Ɽⱨ◊כⱴfi☻─

╩ ╘╢√╘⌐ ⌐⅔™≡ESG ╩ ∆╢↓≤│⁸™∏╣─ ⌐

⅔™≡╙ ╠⅛⌐ ↕╣╢↓≤≢№╡⁸ ─ │№╢╙──⁸ ↕╣

╢═⅝∞⁹₉≤─ ╩ ⇔√⁹ 

 

⁸UNEP FI ┘ ◦כ♫♩כfiⱤ◒♩≤─Ɽ◖הꜟⱣכ꜡◓

♇ⱪ⌐╟╢ ╖≤⇔≡⁸PRI⅜ ⇔√⁹PRI│⁸ ∕╣∙╣─

⌐ ⇔⌂™ ≢⁸ ⱪ꜡☿☻┼─ESG ─ ╩ ╘≡⅔╡⁸

╕≢⌐ │4, 000╩ ⅎ⁸ESG ─ ⌐ ⌂ ╩ √⇔≡™

╢⁹ 

 

⌐⅔™≡╙⁸ESG ─ ⌐⅔™≡ ╩≥℮ ⅎ╢═⅝⅛⌐

∆╢ ⅜ ╦╣≡™╢8⁹ ⅎ┌ ≢│⁸ ERISA

⌐⅔™≡⁸ ─ ≤─ ─≤⌂fiכ♃ꜞה◒☻ꜞ≢ ⅜ ⇔↑╣┌⁸

ESG ╩ ⇔≡ ⌂™≤─ ⅜⌂↕╣≡™√⅜⁸2020 ─ ≢

│⁸ │ ─╖⌐ ≠™≡ ╦⌂↑╣┌⌂╠∏⁸

╩ ∆╢ │∕─ ╩ ∆╢↓≤⅜ ╘╠╣√⁹↓─ ⌐ ⇔≡

│⁸ESG ─ ⌐⌂╢≤─ ╙ ↄ⁸2021 ⁸ ה

╟╡⁸ ●▬♄fi☻ ╕≢─ ⁸ ╩ ⇔⌂™ ⅜

↕╣≡™╢⁹ 

 

⁸EU≢│2016 ─EU ─ ⌐⅔™≡⁸ ─

≢⁸ESG ╩ ╕ⅎ√ ⅜╙√╠∆ ╩ ∆╢↓≤

╩ ╘╢≤ ⌐⁸ ─ ⌐⅔™≡⁸≥─╟℮⌐ESG ╩

⇔≡™╢⅛╩ ∆╢╟℮ ╘╢⌂≥⁸ESG ⌐ ⌂ ╩ ∫≡™╢⁹

2019 ⌐│₈ ▫♥ꜞⱦ♫♥☻◘╢↑⅔⌐כ♃◒☿☻ⱦכ◘ ⌐

∆╢ SFDR ₉⅜ ⇔⁸ ⌐ ⇔≡⁸

                                                      
6 UNEP（国連環境計画）と 200以上の世界各地の銀行・保険・証券会社等との緊密なパ
ートナーシップ。署名機関には、環境に配慮したビジネスモデルを提案するほか、情報交
換の機会を提供。 
7 UNEP FI (2005) “A legal framework for the integration of environ mental, social and 
governance issues into institutional investment”。 UNEP FI が、英国のフレッシュフィー
ルズ・ブルックハウス・デリンガー法律事務所に委託し、取りまとめた報告書であり、日
米英独仏を含む 9か国を調査。 
8 受託者責任の位置づけは各国の法体系により異なる。コモンロー諸国（英国、米国等）
では受託者責任が法令や判例法によって法的な義務として規定されている一方、シビルロ
ー諸国（欧州、日本等）では受託者責任に相当する概念が、法令上の忠実義務や善管注意
義務あるいはそれらを補完するガイダンス等によって示されている。 
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⌐◘☻♥♫ⱦꜞ♥▫ꜞ☻◒╩ ╖ ╗ ╩ ∆═⅝↓≤╩ ↑╢⌂≥⁸

∕─ ╩↕╠⌐ ⌐⇔√⁹ 

 

≢╙⁸2020 ─☻♅ꜙ꞉כ♪◦♇ⱪכ◖ה♪ ⌐⅔™≡⁸

─₈☻♅ꜙ꞉כ♪◦♇ⱪ ₉─ ⌐⁸₈ ⌐ ∂√◘☻♥♫ⱦꜞ♥▫

ESG ╩ ╗ ⌂ ─ ₉╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

─≤⅔╡⁸ESG │ ⌐ ⇔⌂™≤™℮ │⁸ ⌐

─ ╩ ≡™╢╙─≤ ⅎ╠╣╢⁹ ╩ √∆ ≢ ESG

─ ╙№╡℮╢ ≢⁸ ⁸ESG ╩ ⇔⌂↑╣┌

⌐ ∆╢≤╕≢ ⅎ╢ ⌐│⌂™9⅜⁸₈ ₉≢ ═√◘☻♥

♫Ⱪꜟⱨ□▬♫fi☻─ ╩ ╕ⅎ ESG ╩ ∆╢↓≤│⁸ ⌐⅔™≡

╙ ╩ √∆ ≢ ╕⇔™ ≤ ≠↑╢↓≤⅜≢⅝╢≤ ⅎ╠╣

╢⁹ 

 

▬fiⱤ◒♩─ ⅎ  

 

₈ ₉⌐⅔™≡ ═√≤⅔╡⁸◘☻♥♫Ⱪꜟⱨ□▬♫fi☻⌐

│⁸ ⅜ ╛ ─ ╩ ⌐ ╡ ╖⁸ ╛ ╩

⇔√ ╩ ℮↓≤≢⁸ ╛ ⅜ ∆╢⌂≥⁸ ◦☻♥

ⱶ ─ ⌐ ∆╢↓≤⅜ ↕╣≡™╢⁹↓℮⇔√ ה ⌂

│₈▬fiⱤ◒♩₉≤ ┌╣⁸ ─ ≤⇔≡ ↕╣≈≈№╢⁹ 

 

⁸ ─fiכ♃ꜞ ≤ ⇔≡⁸▬fiⱤ◒♩─ ╩ ∆╢▬fi

Ɽ◒♩ ⅜ ↕╣≡™╢⁹ ∏⇔╙∕─ ⅜ ↕╣≡™╢╦↑≢│⌂

™⅜⁸ ⌂ │7,150 ♪ꜟ 2020 10≤⌂∫≡⅔╡⁸

≢ ⌐ ⇔≡™╢⁹ 

 

▬fiⱤ◒♩ ⌐≈™≡─ ╩ ╘╢ │⁸ fiכ♃ꜞ │▬fiⱤ

◒♩╩≥─ ∆╢⅛⌐⅔™≡⁸™ↄ≈⅛─ ⌂∫√ ⅜ ∆╢ ⌐

≈™≡ ⅜ ≢№╢⁹∆⌂╦∟⁸ ─№╢ ╩fiכ♃ꜞ ℮

╙№╣┌⁸ⱴכ◔♇♩╟╡╙ ™ ╩fiכ♃ꜞ ∆╢ ╙№╢⌂

                                                      
9 投資判断においてESG課題を含めて長期の投資価値を考慮しないことは受託者責任に反
するとの指摘もある。PRI, UN Global Compact, UNEP FI,  & UNEP Inquiry (2015)  
“Fiduciary Duty in the 21st Century” 
10 Global Impact Investment Network(2020)  “2020 Annual Report Impact Investor Survey" 
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≥⁸ ╛ │ ≢№╢↓≤⅛╠⁸ ⌐ ↑≡ ∆╢ ⅜№

╢⁹↓╣⌐ ⇔⁸ ─ ─ ⅎ ╩ ╕ⅎ╣┌⁸ ─

─ ⌐№╢ ⌐⅔™≡│⁸ ⅜ ╩♩◒fi╟╡╙▬fiⱤכ♃ꜞ

↕∑√™⌂≥─ ⅜⌂↑╣┌⁸▬fiⱤ◒♩ ⌐⅔™≡╙ ─№╢

╩fiכ♃ꜞ ∆↓≤⅜ ╘╠╣╢↓≤⌐⌂╢⁹ 

   

▬fiⱤ◒♩ ⌐│⁸™ↄ≈⅛─ ⅜ ↕╣≡™╢⁹ ⌐⁸

≢№╢⁹ ─ ⁸▬fiⱤ◒♩─ ─ ⁸ ♃כ♦⌂ כ♦⁸

♃ 11⌂≥⁸ ─ ╛ ─ ⌐ ↑√ ╩ ⌐ ╘╢↓≤⅜

↕╣╢12⁹ ⌐⁸ ≤▬fiⱤ◒♩ ⌐⅔↑╢ ─ ≢№

╢⁹ ⅜▬fiⱤ◒♩╩ ∆╢ ╩ ↄ ∆╢╟℮⌐⌂╠⌂↑╣┌⁸

⌐▬fi☿fi♥▫Ⱪ⅜ ╕╣∏⁸ ⌐⅔↑╢▬fiⱤ◒♩ ╛ ╙

╕⌂™⁹╕√⁸ ⌐≤∫≡│⁸▬fiⱤ◒♩⌐ ∆╢ ⅜ ╕⌂↑╣

┌⁸▬fiⱤ◒♩─ ⌐ ◖☻♩⅜⅛⅛╢√╘⁸▬fiⱤ◒♩ ╩

⌐ ╘╠╣⌂™⁹▬fiⱤ◒♩─ ⅜ ─ ─ ╛ ─ ⌐

≈⌂⅜╢≤™℮ ⅜ ה ─ ⌐ ↕╣⁸ ⌐╟╢ ≤⁸

⌐╟╢▬fiⱤ◒♩ ─ ╩ ╡ ⇔≡™ↄ↓≤⅜ ↕╣╢⁹ 

 

─ ⌐⅔™≡│⁸ ⌐⁸▬fiⱤ◒♩ ╛ ↄ▬fiⱤ◒♩ⱨ□▬

♫fi☻─ ה ⌐ ╡ ╪≢™ↄ ⅝⅜ ╠╣╢⁹ ⅎ┌⁸ ⅜

⇔≡™╢₈ESG Ɫ▬꜠ⱬꜟהⱤⱠꜟ₉⌐╟╢₈ESG ─ ╩ ∂√ⱳ

☺♥▫Ⱪ▬fiⱤ◒♩─ ⌐ ↑√ 2020 10 8 ₉≢│⁸ESG 

╩ ∂≡ ╛ ┼─ⱳ☺♥▫Ⱪ⌂▬fiⱤ◒♩╩ ╖ ⇔≡™ↄ√╘⁸

⅜⁸▬fiⱤ◒♩ⱨ□▬♫fi☻─ ה ⌐ ↑≡ ꜟⱱ◒כ♥☻⌂

                                                      
11 このほか、インパクト投資の健全な発展においては、以下のような点も考慮する必要が
ある（環境省(2020年 7月)「インパクトファイナンスの基本的考え方」）。 
Å 大きなポジティブインパクトの発現が見込まれる場合でも、付随して発現し得る重大
なネガティブインパクトが相殺されるというものではなく、少なくとも重大なネガテ
ィブインパクトを適切に緩和・管理していく必要 

Å 新しい市場へのサービス等の提供や、既存市場であっても新規投資によってサービス
等の質や量を向上させる等、その案件がなければ提供されなかったインパクトを生み
出したかどうかを意味する追加性の確認 

12 例えば、グローバルな取組みとしては以下が挙げられ、研究段階からこうした取組みに
積極的に関わっていくことが望ましいとの意見があった。 
Å インパクト加重会計（Impact-Weighted Accounts）プロジェクト（ハーバードビジネ
ススクール）<https://www.hbs.edu/impact -weighted-accounts/>  
企業の環境的・社会的影響を加味した財務会計に関する研究を行う。 

Å SDG Impact （国連開発計画(UNDP ））<https://sdgimpact.undp.org/ >  
SDGsに資する投資や事業のガイドラインや世界基準を策定し、それらの基準に適合
した案件を認証する取組みを進めている。 

https://www.hbs.edu/impact-weighted-accounts/
https://sdgimpact.undp.org/
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≥כ♄ ⇔≡ ╡ ╗↓≤⅜ ↕╣≡™╢⁹╕√⁸ ≤GSG(The 

Global Steering Group for Impact Investment) ─ ⌐╟╡

₈▬fiⱤ◒♩ ⌐ ∆╢ ₉13╙ ⌐ ↕╣⁸ ─ ≤

─ ⅜ ╪≢™╢⁹↓╣╠─ ⅝╩↕╠⌐ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⁸ ─

⌐≈™≡⁸ ╛NGO╙ ⅎ√ ─ ⌐╟╡⁸↕╠⌐ ⇔⁸

⌂▪▬♦▫▪╩ ⇔≡™ↄ↓≤⅜ ╕⇔™⁹╕√⁸ ₁─ ꜟⱣכ꜡◓⅜

⌂ ╖⌐╙ ⌐ ⇔⁸ ⌂ ╩ ∫≡™ↄ↓≤⅜ ╕╣╢⁹ 

 

♃◒♁ⱡⱵכ≤♩ꜝfi☺◦ꜛfi 

 

◘☻♥♫Ⱪꜟⱨ□▬♫fi☻─ ⌐ ⇔≡⁸EU⌂≥╩ ⌐ ⁸₈◘☻♥

♫Ⱪꜟ₉⌂ ╩ ∆╢ ₈♃◒♁ⱡⱵ₉כ ─ ⌐ ↑√ ⅝

⅜№╢⁹↓─╟℮⌂♃◒♁ⱡⱵ⁸│כ↓╣╕≢ ⅜ fi₉כꜞ◓₈√∫№≢

╛₈◘☻♥♫Ⱪꜟ₉≤™∫√ ⌐ ⇔≡ ⌂ ╩ ∆╢╙─≢№╢⁹

↓╣⌐╟╡⁸ ⅜ ╦⌂™⌐╙⅛⅛╦╠∏⁸№√⅛╙ ⌐ ⇔

≡™╢⅛─╟℮⌐ ꜙ◦♇◊►fi►◊♇◦ꜙ╛SDGsכꜞ◓╢╝╦™⁸╢↑⅛∑

╩ ⇔⁸ ⌐◘☻♥♫ⱦꜞ♥▫ ⌐ ∆╢ ⱨ꜡כ╩ ∆╢↓≤╩

≤⇔≡™╢⁹ 

 

↓℮⇔√♃◒♁ⱡⱵ⁸│כ◘☻♥♫Ⱪꜟⱨ□▬♫fi☻╩ ∆╢ ꜟכ♠

≤⇔≡ ╩ ╘√╙─≤ ⅎ╢⁹⇔⅛⇔⌂⅜╠⁸∕─ ╩ ∆╢⌐

│⁸™ↄ≈⅛─ ⅜ ↕╣╢ ⅜№╤℮⁹╕∏⁸∕─ │ ⌂

╩ ∫≡ ↕╣⌂↑╣┌⌂╠⌂™⅜⁸∕─ ⌐ ℮ ₁⌂ⱪ꜡

☿☻─ ≢∕℮⇔√ ╩™⅛⌐ ∆╢⅛≤™℮ ⅜№╢⁹╕√⁸∕℮

⇔√ ─ ⅛╢№≢fi₉כꜞ◓⁸₈│ ⅛≤™∫√ ╩ ⇔∕─

╩ ↕∑╢ ╙№╢⅜⁸ ⌂ ⌐ ℮◖☻♩╛⁸

™ ≢ ⇔⅜ ╦╣⌂↑╣┌⁸ ─ ⅜ ⌐ ↕╣╢ꜞ☻

◒╙№╡⁸ ⱬכ☻≢─ ESG ─ ⁸╟╡ ◖☻♩≢ ╩ ≈

─ ⌂ ⅜⌂™⅛─ ╩ ⅜♩♇▫ⱬⱠⱨה♩☻◖─⧵⁸╘ ⌐

↕╣⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹╕√⁸ ─ ╛ ⁸◄Ⱡꜟ◑כ

⅜ ⌂╢↓≤⌐╙ ⅜ ≢№╢⁹↓℮⇔√ ⌐≈™≡ ⅝ ⅝

⇔≈≈⁸ ≤⇔≡╙♃◒♁ⱡⱵ⁸≡™≈⌐כEU ─ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸

₈◘☻♥♫Ⱪꜟהⱨ□▬♫fi☻⌐ ∆╢ ⌂ ה ╩ ╢ⱪꜝ♇♩ⱨ

ⱶכ◊ International Platform on Sustainable Finance IPSF ₉ ≢─

                                                      
13 2021年夏以降の具体的なテーマについては、本報告書なども踏まえ、今後検討予定。 
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⌂ ⌐ ┼─ ╙ ⇔⌂⅜╠ ⌐ ⇔≡™ↄ↓≤⅜ ╕╣

╢⁹ 

 

╕√⁸ ⌐⅔™≡│⁸GHG ─ ⌂ ╩ ⇔

⇔≡™ↄ ⅜№╢⁹ ┘─Ⱡ♇♩♀꜡ ⅜ ⇔™ ╩ ╘√ ≡─

⌐≈™≡ ⌐ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌⌐ ∆╢♩ꜝfi☺◦ꜛfi

─ ╖╩ ⌐ ∆╢↓≤≢ ╩ ⇔≡™ↄ↓≤⅜ ≢№╢⁹ 

 

↓℮⇔√ ⅛╠⁸2021 1 ⌐ ⁸ ⁸ ─

≢₈♩ꜝfi☺◦ꜛfiהⱨ□▬♫fi☻ ₉⅜ ↕╣√⁹

≢│⁸2020 12 ⌐ ↕╣√ International Capital 

Market Association ⁸ ICMA ─ ₈◒ꜝ▬ⱷה♩כ♩ꜝfi☺◦ꜛ

fiהⱨ□▬♫fi☻הⱢfi♪Ⱪ♇◒₉ ╩ ╕ⅎ⁸ ⌐⅔↑╢♩ꜝfi

☺◦ꜛfiהⱨ□▬♫fi☻─ ╩ ∆╢√╘─ ⅜ ↕╣√⁹ 

 

⌐⅔™≡⁸♩ꜝfi☺◦ꜛfiהⱨ□▬♫fi☻│⁸ ╩ ≤

∆╢ ⱪ꜡☺▼◒♩⌐ ∆╢∞↑≢│⌂ↄ⁸ ⌐ ↑√ ─₈♩ꜝ

fi☺◦ꜛfi ₉╛⁸∕─ ╩ ∆╢ ה ╩ ⌐ ∆╢

↓≤≤↕╣≡™╢⁹╕√⁸ ⌐ ↑√♩ꜝfi☺◦ꜛfi │⁸

⌐ ≠™√╙─≢№╢↓≤╩ ∆ ⅜№╡⁸ ⌐ ↕╣√

◦♫ꜞ○14╛ 15─╒⅛⁸GHG ╩ ⌐⁸Ɽꜞ ─

≤ ⌂ ╩ⱴ♇ⱪ♪כ꜡ ∆╢↓≤╙ ≤↕╣≡™╢⁹ 

 

↓─ ⱴ♇ⱪ16│⁸♪כ꜡ ⌐⅔™≡ ↕╣╢ ≢№╢⅜⁸

⌐╙ ≤⌂╢╟℮⌂ ≤ ╩ ∆╢↓≤⅜ ≢№╢⁹╕√⁸

╩ ℮ ─ ⅜⁸ ⌐ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌⌐ ╢

≤ ≢№╢↓≤╩ ⅜ ⌐ ≢⅝╢╟℮⁸ ⅜ ─ ╩

╘╢↓≤⅜ ≢№╢⁹╕√⁸∕─ ⌐≈™≡│⁸ ─≤⅔╡⁸

♃☻◒ⱨ◊כ☻ Task Force on Climate - related Financial 

Disclosures ⁸ TCFD ─╟℮⌂ ⌂ ⱨ꜠כⱶ꞉כ◒⌐ ∆╢≤

≤╙⌐⁸♩ꜝfi☺◦ꜛfi ≤∕─ ╩ ℮ ה ╩ ⌐⇔≡™

ↄ↓≤⅜ ≢№╢⁹╕√⁸∕─ ⌐ ╦∑≡♩ꜝfi☺◦ꜛfi ╩ ⅎ∏

                                                      
14 国際エネルギー機関（IEA）の持続可能な開発シナリオ（SDS）等。 
15 Science Based Targets Initiative（SBTi）等。 
16 このロードマップについては、気候変動分野において、カーボンニュートラルに向けた
トランジションに資金フローを向ける上で、タクソノミーと同様の効果を持つものとなる
ことが期待される。 
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∆↓≤╙ ↕╣╢⁹ 

 

 

 ─  

 

⌂ ◦☻♥ⱶ─ ≤™℮ ⌐ ⅛℮ ─ ⅝─

≢⁸ ⌐⅔↑╢ ╙ ╦╡≈≈№╢⁹ ⱨ◊כꜝⱶ⅜

◒☻ꜞꜟⱣכ꜡◓╢∆ 17≢╙⁸ │⁸ ╛ ─

≢ ⌐ꜝfi◒↕╣╢ꜞ☻◒ │ ╛ ⌐ ∆╢╙─≤⌂∫≡™╢⁹╕

√⁸∕╣╠─ ⅜ ─ ⌐≥─╟℮⌂ꜞ☻◒≤ ╩╙√╠∆⅛╩

ⅎ⁸∕℮⇔√ꜞ☻◒╛ ⌐™⅛⌐ ∆╢⅛⌐≈™≡ ╩ ╢↓≤│⁸

⌂ ─ ה ⌐≤∫≡ ≤⌂∫≡™╢⁹ 

 

↓─√╘⌐│⁸ ─ ₁⌂ ╩⁸ ╩ ⅎ≡ ∂ ╢≤≤╙

⌐⁸∕℮⇔√ ─ ⇔⌐ ⇔≡ ─ ─ ꜠☺ꜞ◄fi☻ ╩

⌐ ⇔ ⌐ ∂∕╣╩ ⇔≡™ↄ ⁸ ⁸ ⅜ ╘╠╣╢⁹

⌐│⁸ ה ─ ⌐ ∆╢ ╩ ⇔⁸ ⌐

⌐ ╡ ╗ ╛⁸ ⌐ ⇔≡ ⅛╣√ ≢ ─№╢ ⌂ ╩

℮ ⅜ ≤⌂╢⁹ 

 

⅜ ╛ ≤⁸↓─╟℮⌂ ⌂ ╩ ╘╢↓≤│⁸▬fi

ⱬ☻♩ⱷfi♩כ▼♅הfi ─ ⌐ ∆╢≤ ⅎ╠╣╢⅜⁸∕─ ⁸◘

☻♥♫ⱦꜞ♥▫ ⌐ ∆╢ ⌂ ⅜ ≤⌂╢⁹ ╛ ⅜

⌐ESG ╩ ╖ ╗⌐№√∫≡╙⁸ ⌂ ⅜ ≤⌂╢⁹ 

 

◘☻♥♫ⱦꜞ♥▫  

 

◘☻♥♫ⱦꜞ♥▫ ⌐ ⇔≡│GRI18⁸IIRC19⁸SASB20⁸TCFD⌂≥⅜

⌂ ╛ⱨ꜠כⱶ꞉כ◒╩ ⇔≡⅝√⁹2020 ⌐│ IFRS

─ ≢№╢IFRS ⅜ ╩ ⇔⁸ ⁸ ─◘☻♥♫ⱦꜞ♥▫⌐

∆╢ ⌂ ╩ ∆═ↄ⁸ √⌂ IFRS ─

◘☻♥♫ⱦꜞ♥▫ ISSB ─ ⌐ ↑√ ╖╩ ╘≡™╢⁹

                                                      
17 World Economic Forum( 2021) “The Global Risk Report 2021” 
18 オランダに本部を置く国際的NGO、Global Reporting Initiative  
19 英国に本部を置く国際的NGO、International Integrated Reporting Council （国際統合
報告評議会） 
20 Sustainability Accounting Standards Board（米国サステナビリティ会計基準審議会） 
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∕─ ≤⇔≡│⁸ ─ ⌐ ⌂ ⌐ ╩ ≡⁸╕∏│⁸

∆╢TCFD ─ ─ ╖╛ ╩ ⌐⇔√ ─ ⌐ ∆╢

↓≤ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

≢ ─≤╣√◘☻♥♫ⱦꜞ♥▫ ─ │⁸ ─

─ └™≡│ ⌐⅔↑╢ ⌂ ⌐ ∆╢╙─≢

№╢⁹↓╣⌐ ⇔≡⁸EU⅜◘☻♥♫ⱦꜞ♥▫ ─ ⌐ 21⇔╟℮≤

∆╢ ≢⁸ ─ ─ ╩ ↑╢ ⅛╠│⁸∕℮⇔√ ₁⅜

⇔≡ ⌂ ⌂◘☻♥♫ⱦꜞ♥▫ ─ ╖≤∕╣⌐ ≠

ↄ ─ ⅜ ╠╣╢↓≤─ │ ⅝™⁹ 

 

╕√⁸ ╩ ℮ ≢⁸ ╩ ∆╢ ─ │ ⇔

≡⅔╡⁸ ╩ ∆╢√╘─ ╛⁸ ⱨהꜙ◦♇ꜗ◐┘

─כ꜡ ╛∕╣╠╩ ╖ ∆ ⌐≈™≡─ │ ≢№╢⁹ 

 

IFRS ─ ≢│⁸ ─ ⌐≈™≡⁸ ⌐

╩ ⅎ╢ ⌐≈™≡─ ╩ ╘╢ ⅎ ◦fi◓ꜟⱴ♥ꜞ▪ꜞ♥▫ ≤⁸

∞↑≢⌂ↄ ╛ ≤™∫√╟╡ ≥⌐כ♄ꜟⱱ◒כ♥☻™

∫≡─ ─ ⅛╠ ⅜ ╛ ┼ ⅎ╢ ⌐ ∆╢ ⌐≈

™≡─ ╙ ╘╢ ⅎ ♄Ⱪꜟⱴ♥ꜞ▪ꜞ♥▫ ⅜ ↕╣≡™╢⁹ ⌐⁸

⌐≤∫≡ ─ ™ ╒≥⁸ ⌐ ╣┌ ⌐ ↕╣⁸

⌐╙ ⌐⌂╢ ⅜ ↄ⌂╢≤™℮♄▬♫Ⱶ♇◒ⱴ♥ꜞ▪ꜞ♥▫≤™℮

ⅎ ╙ ≡⅝≡™╢⁹ 

 

↓℮⇔√ ⁸IFRS │⁸∕─ ≤⇔≡⁸ ─ ⌐⅔↑

╢ ─ ⌐№╢ ─ ⌐ ⌂ ⌐ ╩ ≡╢↓≤╩

⇔≡™╢⁹IFRS ─◘☻♥♫ⱦꜞ♥▫ ⅜⁸ ─ ⌂

≤ ∆╢ ╩ ∟≈≈⁸ ─ ⱴ♥ꜞ▪ꜞ♥▫ ≤™℮

≤ ─ ⌐ ∫≡ ↕╣≡™ↄ↓≤─ ╙ ⅝™╙─≤ ╕╣

╢⁹ ≢⁸◘☻♥♫ⱦꜞ♥▫⌐ ∆╢ ╖─ │ ╛ ⌐╟∫≡

≢№╢√╘⁸∕╣╠⅜ ⌐ ↕╣⁸ ↕╣⁸ ⌂╢ ╖─ ⌐ ⅜

╢╟℮⌂ ╩ ∆╢↓≤╙ ≢№╢⁹↓℮⇔√ ╩ ╕ⅎ⁸ ≤

⇔≡│⁸IFRS ⌐⅔↑╢ ⌐ ⌐ ∆═⅝≢№╢⁹ 

 

                                                      
21 2021年 4月、欧州委員会は企業サステナビリティ報告指令案（Proposal for a Corporate 
Sustainability Reporting Directive (CSRD) ）を公表。 
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◘☻♥♫ⱦꜞ♥▫╩ ╢ ─℮∟⁸ ⌐ │ ─ ≢№╢⁹

⌐≈™≡│⁸ ≢TCFD ⌐ ≠ↄ ⅜ ⇔≡⅔╡⁸

⌐ ↕╣√ ─ ╖≤⌂∫≡™╢⁹ 

 

2017 ⌐ ↕╣√TCFD ⌐⅔™≡│⁸ ┼─ ⌐╟╢ ╩⁸

ꜞ☻◒≤ ꜞ☻◒─ ≈─ꜞ☻◒⁸ ┘ ⌐ ⇔√ ≢⁸ ⅜

∆╢∕╣╠─ ╩╙≤⌐⁸●Ᵽ♫fi☻⁸ ⁸ꜞ☻◒ ⁸

┘ ≤ ─ ≈─ ⌐ ∫≡ ∆╢↓≤╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

≢│TCFD◖fi♁כ◦▪ⱶ22 ╩ ⌐⁸TCFD ┼ ∆╢ ╛

⅜ ≤⌂∫≡⁸ ╩ ⇔≡⅝√⁹∕─ ⁸ ⌐ ─

400 ⅜TCFD ⌐ ╡ ╪≢™╢⁹⇔⅛⇔ ┼─ ╛ ╩

∆╢⌐ √∫≡│ ─ ⅛≈ ⌂ ╩ ∆╢ ⅜№╢↓≤

⌂≥╩ ⌐⁸ ⁸TCFD ╩ ⇔≡™╢ ╙ ™ ⌐№╢⁹ 

 

⁸ ╩ ⌐⁸TCFD⌐╟╢ ─ ╩ ╘╢⌂≥⁸TCFD

╩ ⌐ ∆╢ ⅝⅜ ╠╣╢23⁹ ⌐⅔™≡│⁸2021 4 ⁸₈☻

♅ꜙ꞉כ♪◦♇ⱪכ◖ה♪ ▪כ꜡◊ⱨ─♪כ◖ה☻Ᵽ♫fi●♩כ꜠ⱳכ◖┘

♇ⱪ ─♪כ◖ה☻Ᵽ♫fi●♩כ꜠ⱳכ◖⁸≡™⅔⌐₉ ⅜ ↕╣⁸

⌐⅔↑╢ⱪꜝ▬ⱶ ─ ⌐ ⇔⁸₈ ⌐ ↕╣√

─ ╖≢№╢TCFD╕√│∕╣≤ ─ ╖⌐ ≠ↄ ─ ≤ ─

╩ ╘╢═⅝≢№╢₉≤↕╣√24⁹ 

                                                      
22 2019年、企業の効果的な情報開示や、開示された情報を金融機関等の適切な投資判断に
繋げるための取組みについて議論する場として設立。 
23 英国においては、2020年 11月に財務省が、TCFD 提言に沿った開示の義務化に向けた
今後５年間のロードマップを公表。英財務大臣は 2025年までに完全義務化を目指す旨表
明。EU においては、2021年 4月、企業サステナビリティ報告指令案を公表し、すべての
大企業及び中小の上場企業に対して、気候変動に関連する内容も含め、サステナビリティ
に関する開示を義務付け。米国においては、バイデン政権が上場企業に対し、気候関連リ
スクとGHG 排出量の開示を求めることを公約。2021年 1月に署名した大統領令でも開示
に取り組むことに言及。また、2021年３月には、証券取引委員会（SEC）が、気候変動開
示に関する現行ルールを見直すための意見募集を開始。 
24 コーポレートガバナンス・コードは、2021年 6月改訂予定。改訂されたコーポレートガ
バナンス・コードのプライム市場向けの原則への対応は、2022年 4月以降に開催される定
時株主総会の終了後速やかに提出するコーポレート・ガバナンスに関する報告書から適用
される。なお、プライム市場は 2022年 4月より適用され、⾼い時価総額・流動性、より
⾼いガバナンスを備え、投資家との建設的な対話を企業価値向上の中心に据える企業が上
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↓╣│⁸◖fiⱪꜝ▬ה▪○ה◄◒☻ⱪ꜠▬fi─ ●♩כ꜠ⱳכ◖╢№≢╖

Ᵽ♫fi☻כ◖ה♪⌐⅔™≡TCFD ─ ≠↑⅜ ↕╣╢↓≤⌐╟╡⁸

─ ╛ ╩ ⇔≈≈⁸ ─ ╩ ╢╙─≢№╢⁹↓℮

⇔√ ⅝│⁸ ≤─ ⌂ ╩ ╘╢↓≤⌐ ∆╢≤ ⅎ╠╣╢⅜⁸

─ ╩ ╕ⅎ≡⁸ ⅝ ⅝⁸ ─ ≤ ─ ╩ ⇔≡™ↄ═⅝

≢№╢⁹ 

 

╕√⁸ ⅛╠│⁸ ╩ ⇔√ ≢ ╙ ─ ™

⌐⅔↑╢ ╩ ╘╢↓≤⅜ ╕⇔™≤─ 25⅜№╡⁸ ⅛╠│⁸

∆≢⌐ ─ ≢ ⌐ ⇔≡™╢ ╙ ╠╣╢⅜⁸ ⌐

╘╠╣╢ ─ ╛ ꜞ☻◒ ╩ ╖╢≤⁸ ─ ⅛╣√ ⌐

∂√ ╛ ╩ ⇔≈≈⁸ ⌐ ╙⌐ꜟⱣכ꜡◓≢ ∆╢

╩ ∆ ╖⅜ ╕⇔™≤─ ⅜№╢⁹↓╣╠─ ╙ ╕ⅎ≈≈⁸

COP26⌐ ↑√IFRS ─ ⌂ ╩ ⇔⌂⅜╠⁸

─ ─ ⌐ ↑√ ╩ ⌐ ╘≡™ↄ↓≤⅜ ≢№╢⁹ 

 

∕─ ⌐│⁸ ⅜ ─ ─ ─ ⌐ ↑⁸ ─

⌐ ⌂ ╩ ⅛≈ ⌐ ⅛╡╛∆ↄ ∆╢↓≤╛⁸ ⌂ ⌐

∆╢ ╩ ⇔≡™ↄ√╘⁸◘☻♥♫ⱦꜞ♥▫⌐ ∆╢ ╩ ╘⁸

─ ─№╡ 26⌐≈™≡ ↄ ╩ ℮↓≤⅜ ≢№╢⁹ 

 

 

 ─  

 

◘☻♥♫Ⱪꜟⱨ□▬♫fi☻│ ⌐ ≡╙ ╩ ≤⇔≡

╩ ⌐ ⇔≡⅝√⁹╕√ ≢│⁸ ⌐⅔↑╢ ESG ─ ⌐

ⅎ≡⁸◓ꜞכfi⁸♁⁸ꜟꜗ◦כ◘☻♥♫ⱦꜞ♥▫Ⱳfi♪╩ ╗ ESG ─

╙ ─ ⌐№╢⁹≤╡╦↑⁸ ┼─ ─ ╕╡╩

≤⇔≡⁸ ♪fiⱲfiכꜞ◓╢↑⅔⌐ │⁸2016 839 ♪ꜟ⅛╠2020

                                                      

場。 
25 投資家の立場からは、気候変動が企業価値や投資家の投資判断（議決権行使含む）にも
たらす影響が明確化している現在、TCFD の開示枠組みに基づかないにせよ、有価証券報
告書に気候変動の影響を何らか記載することが期待されているとの意見があった。 
26 例えばGHG 排出量や長期的な削減目標の開示に関する環境整備は投資家による投資判
断における有益な指標となると同時に、気候変動分野におけるインパクト投資の促進や関
連事業や技術の新たな評価にも繋がる。 
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2, 901 ♪ꜟ≤⁸↓─ ≢ ⌐ ┘≡™╢27⁹ ⁸ ⌐⅔↑╢

│ ⇔≡™╢⅜⁸2020 ≢ 28≢№╡⁸ ⁸ ≤

∆╢≤ ™ ⌐№╢⁹ 

 

 ─ ╩ ┘ ♪fiⱲfiכꜞ◓⁸╖ ─ ⅜ ⌐ ╦╣╢₈◓ꜞ

fiכ ☿fi♃₉כ╩ ∆╢↓≤⌐╟╡⁸ ╢↑⅔⌐▪☺▪ה

⁸└™≡│ ⌂ ─ ⌐ ↑√ ─ ⌐ ∆╢≤ ⅎ

╠╣╢⁹∕─√╘⌐│⁸ ─ ⌂ⱪ꜠▬ꜘכ≢№╢ ⁸

╛ ─ ⁸ ⁸ESG ⅜⁸∕╣∙╣⌐ ↕╣╢

╩ ⌐ √∆↓≤⅜ ╘╠╣╢29⁹↓╣⌐╟╡⁸ ™ ─ ╛

─ ╩ ∂⁸ ⌂ ─ ≤™℮ ╩ ∆╢↓≤⅜

≢№╢⁹ 

 

 

 

⌂ ╩ ∆╢ ⅛╠│⁸ ⌂ ≢ ╩

∆╢≤≤╙⌐ ⌐ ∆╢ ↑─ ╩ ℮ ─ √∆ │

⌐ ⅝™⁹ ╙⁸ ─ ⌐╟╡⁸ ≢⁸ESG ╛

─ ╩ ∆ ╖⅜ ╦╣≡™╢30⁹ 

 

╕√⁸ ₁⌂◘☻♥♫ⱦꜞ♥▫─ ╩ ─ꜞ☻◒≤ ≤─ ≢ ⅎ

≡™ↄ │⁸◘☻♥♫ⱦꜞ♥▫⌐ ⌐ ╡ ╗ ─ ⌐│

⇔≈≈№╢╙──⁸∕─ ─ ┼─ │ ┌─ ⌐№╢⁹ ⌂

◦☻♥ⱶ─ ⌐ ↑≡│⁸◘☻♥♫ⱦꜞ♥▫⌐ ∆╢ ╩ ╘╢

─ ╩ ⇔≡™ↄ↓≤⅜ ≢№╡⁸↓─ ⌐⅔™≡╙⁸

™ ⌐ ╩ ∫≡™╢ ─ ⅜ ≤⌂∫≡™╢⁹ 

 

 ∕─√╘⁸☻♅ꜙ꞉כ♪◦♇ⱪכ◖ה♪─ ╣⌐ ⅎ⁸PRI ┼─ ╛

                                                      
27 Climate Bond Initiative (2021)  “Sustainable Debt Global State of the Market 2020” 
28 環境省「グリーンファイナンスポータル」 
29 一般社団法人信託協会では「企業のESGへの取り組み促進に関する研究会」を開催。日
本証券業協会においては、証券会社の市場仲介機能を通じて社会的課題解決に資するため
に「証券業界における SDGsの推進に関する懇談会」を設置し、下部分科会である「貧
困、飢餓をなくし地球環境を守る分科会」において統一呼称「SDGs債」の提言や国際資
本市場協会（ICMA）との連携・協力等の取組みを行っている。 
30 例えば、生命保険協会では ESG情報の開示充実を企図した協働エンゲージメントを実施
している。 
<https://www.seiho.or.jp/info/news/2020/20201217.html>  
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TCFD ⌐ ≠ↄ ⁸ESG ─ ⌂ ╛◄fi◕כ☺ⱷfi♩⌐ ↑

√◖Ⱶ♇♩ⱷfi♩╩ ∆╢↓≤╙ ≢№╢⁹╕√⁸ ≤─ ╩

⌐ ℮√╘⌐│⁸ ⌐╦√╢ ─ ESG ─ ╩ ⇔⁸∕─ ┼

─ ╩ ∆╢ ╩ ↄ ⅜№╢31⁹∕─√╘⁸ ⌐⅔™≡⁸

╛ ⌐ ↑√ ╖╩ ╘╢↓≤⅜ ↄ ↕╣╢32⁹∕─ ⁸

─ ╖─╖⌐ ╢─≢│⌂ↄ⁸ ⌂ ⅛╠ ↕╣╢ ⌂

╖┼ ⌐ ∆╢↓≤╙ ≢№╢⁹ ─ ╖╩ ∆╢

⌂ ╖│ 33 ⇔⁸ ⌐ ─ ─ ╩ ≤∆╢ ⅜

⇔≡™╢⁹↓╣╠─ │ ≢№╢⅜⁸∕╣∙╣─ ╖╩ ⅛⇔

⌐ ∆╢↓≤⌐╟∫≡⁸ ─ ╖╩ ⌐ ⇔≡™╢⁹ 

 

╕√⁸ ⌂ ╖─ ∟ →╛ ⌐│⁸PRI╛ UNEP FI ─

                                                      
31 CFA 協会は、サステナビリティエキスパートに必要な能力として、ESGの財務インパク
ト評価や法規制に関する知識といった技術的スキル、多様なステークホルダーとのコミュ
ケーション能力といったソフトスキル、及び専門知識を多様な文脈で活用できる T 字型ス
キルの３つを挙げ、これらをチームとして補完しあって獲得する必要性を説いている。 
CFA 協会(2020) "Future of Sustainability Investment Management: From Ideas to Reality"  
32 「責任ある機関投資家」の諸原則≪日本版スチュワードシップ・コード≫（2020年 3月
改訂） 
指針７－１．機関投資家は、投資先企業との対話を建設的なものとし、かつ、当該企業の
持続的成長に資する有益なものとしていく観点から、投資先企業やその事業環境等に関
する深い理解のほか運用戦略に応じたサステナビリティの考慮に基づき、当該企業との
対話やスチュワードシップ活動に伴う判断を適切に行うための実力を備えていることが
重要である。このため、機関投資家は、こうした対話や判断を適切に行うために必要な
体制の整備を行うべきである。 

33 例えば、以下のような国際的な取組みが活動している。 
Å Net-Zero Asset Owner Allianceは、ポートフォリオの脱炭素を目指すアセットオーナ
ー向けの取組み。署名機関は目標・戦略の策定、企業や業界等への積極的な働きかけ
や情報開示が求められる。 

Å Net Zero Asset Managers Initiative は、ポートフォリオの脱炭素化を目指す運用機関
向けの取組み。署名機関は目標設定や積極的なエンゲージメント等が求められる。 

Å Net-Zero Banking Alliance は、ポートフォリオの脱炭素を目指す銀行向けの取組み。
署名機関は、2050年カーボンニュートラルと整合した移行やそのための目標設定、年
次の開示などが求められる。 

Å PCAF（Partnership for Carbon Accounting Financials）は、金融機関の GHG 計測の
手法開発を目的とする投資家主導の取組み。様々なアセットクラスに適応できるグロ
ーバルなGHG 会計基準の策定を行う。 

Å Climate Action100+ は、世界の大手投資家がGHG 排出量の多い世界 100社以上の大
企業に、パリ協定の目標を達成するための気候変動対応を促す（協働エンゲージメン
ト）取組み。 

Å ICGN（International Corporate Governance Network）は、長期的な価値創造を追求
し、持続可能な経済、社会的繁栄に貢献するために、最⾼水準のコーポレート・ガバ
ナンスと投資家のスチュワードシップの推進を目指す投資家主導の取組み。 

Å FAIRR（Farm Animal Investment Risk and Return）は、ジェレミー・コラー財団によ
って設立された投資家間の取組み。過密な飼育環境での家畜生産がもたらす ESG関
連のリスクと機会に対する認識を⾼めることを目的とする。 
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⌐ ⅎ≡⁸NGO╛⁸ ⅜ⱪכꜟ◓ ╦∫≡™╢⁹ ⌐ ╩ ≡√

▪☺▪─ ─▪☺▪ⱪ34≢│⁸כꜟ◓ ─ ┘

─ꜞ☻◒≤ ⌐ ∆╢ ╩ ╘⁸ ⌂ ─ ╩ ≤⇔√

╩ ∫≡™╢⁹ 

 

↓℮⇔√ ⌂ ╖╛ ┼ⱪכꜟ◓ ⇔√ ⌐│⁸ ─

╛⁸ ♃כ♦⌂ ⌐ ∆╢ ╩ ╢↓≤⅜≢⅝╢⌂≥─ 35⅜ →

╠╣╢⁹ ≢⁸ ⌐ ⇔≡│⁸ ⌐ ≢⅝╢ ╛⁸◘☻♥♫Ⱪꜟ

ⱨ□▬♫fi☻ ⌐⅔↑╢ ⁸ ⌂ ⅜ ≤─ ⅜ ⅛╣╢⁹ 

 

╩ ∆↓≤⌐╟∫≡⁸∕─ ─ ╩ ╢√╘⌐│⁸

⅛╠─ ⅜ ⌂╙─≢⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ ⌐⅔™≡│⁸

⌂ ╖┼─ ⌂ ⌐╟╡⁸ ╛ ⌐ ╘╢↓≤⅜

≢№╢⁹╕√⁸ ─ ™ ≤ ⌐ ╦╢↓≤╙ ─

≢№╢⁹↓℮⇔√ ╩ ∆╢√╘─ ╖╩⁸ ≢ ∆╢↓≤⅜ ╕

⇔™⁹ 

 

⌐ ∆╢ ─  

 

⌐⅔↑╢ 1,900 ─ ─ 50 ╩ ⅜ ╘≡™╢⁹

↓─ ╩ ⌂ ─√╘⌐ ∆╢√╘⌐│⁸

⌐ ∆╢ ─ ╩ ╢↓≤⅜ ≢№╢⁹╕√⁸ ⅜

₁ ⌐№╢⌂≥⁸ ─ ⅜ ╩ ╠ ∆╢ ⅜ ⅜

∫≡™╢⁹ 

 

∕℮⇔√ ⁸ESG╛ SDGs┼─ ─ ╕╡╩ ⌐⁸ ⌐⅔™≡╙⁸ESG

╛ SDGs⌐ ⇔√▪◒♥▫Ⱪ ─ ─ ⅜ ™≢™╢⁹2010 ⅛

╠ 2017 ╕≢─ ESG ⱨ□fi♪─ │⁸™∏╣─ ╙ 10

≢ ⇔≡™√⅜⁸∕─ ⌐ ⇔ 2020 ⌐│ 33 ≤⌂∫≡™╢⁹╕√⁸

                                                      
34 AIGCC（Asian Investor Group on Climate Change）は、アジアで活躍する投資家にベス
トプラクティスを共有し、投資活動、信用分析、リスク管理、エンゲージメント、政策提
言等で協働するプラットフォームを提供しており、定期的な情報交換のほか、投資家向け
の気候変動学習プログラムをオンラインで提供するなど、能力向上にも積極的に取り組ん
でいる。 
35 その他、アジアの投資家や運用機関としての国際的な意見を発信していく機会を得ると
ともに、投資判断に資する手法に関するルール作りに関与していくなど、国際的な議論へ
関与することが可能となる。また、協働エンゲージメントを行う国際的な活動への参画に
より、効率的にエンゲージメント活動を行うことが可能となる。 
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2020 ⌐ ↕╣√ ESG ─ ─ ⌐│⁸ ⅜ 500 ╩ ⅎ

╢ ─╙─╙ ⇔≡⅔╡⁸ ─ ⌐ ═╣┌

│ ↕™╙──⁸ │ ⅝ↄ ┘≡™╢⁹ 

 

⁸ ╩ ╘≡™╢ ESG ∞⅜⁸≥─╟℮⌂ ⌐ ≠⅝

₈ESG₉╛₈SDGs₉≤™℮ ╩ ∆⅛⌐≈™≡│⁸ ─ ⌐ ⌡╠

╣≡⅔╡⁸ESG ─ │⁸ ₁─ ╛ ⌐╟∫

≡ ⌂∫≡™╢⁹ ⅎ┌⁸ ╛ ↔≤⌐ ╘╠╣√ ─

ESG ⌐ ≠⅝ ⇔√ ⌐⁸ ⌐╟╡ ╩ ∆

╢ ⅜ ™ ⁸№ↄ╕≢╙ ESG╩ ─ ─ 1 ≈≤⇔≡ ↑≡

™╢ ╙№╢⁹╕√⁸ ⌐⁸ESG─ ╖⌐ ∆╢ ╛ ⌂

ESG☻◖▪─ │⁸ ─ ↑─ ⌐⅔™≡ ↕╣≡™

⌂™↓≤⅜ ™⁹ 

 

↓─√╘⁸ ─ 36⅛╠⁸ESG ─ ╛ ⌐ √∫≡⁸

─ ╙ ╘≡ ⌐ ╩ ℮≤≤╙⌐⁸∕─ ─ ─

⌐≈™≡╙ ⌂ ╡ ⌂ ╩ ™≡⁸ ⌐ ∆╢↓≤⅜

≤⌂╢⁹≤╡╦↑⁸ ⌐₈ESG₉╛₈SDGs₉ 37─ ╩≈↑╢ ⌐

│⁸ ⅜∕─ ─ ╩ ∆╢↓≤─⌂™╟℮⁸∕─ ⅜ ─

∆╢ ╩≥─╟℮⌐ √⇔≡™╢⅛╩⁸ ⌂ ╡ ╙ ™≡

⌐ ∆═⅝≢№╢⁹ 

↕╠⌐⁸ ה ▬fiⱤ◒♩─ ╩ ─ ⌂ ≤∆╢╙

─⌐≈™≡│⁸ ⌐ ⅎ≡⁸ ↕╣╢▬fiⱤ◒♩≤∕─ ╙⁸

⌂ ╡ ⌂ ╩ ™≡ ∆╢↓≤⅜ ≤⌂╢⁹≤╡╦↑⁸₈▬fiⱤ

◒♩ ₉ ─ ╩ ↑╢ ⌐│⁸ ▬fiⱤ◒♩╩≥─╟℮⌐ ⇔≡

™ↄ⅛╩⁸ ⌂ ╡ ╙ ™≡ ⌐ ∆═⅝≢№╢⁹ 

 

⌐⅔™≡│⁸ ⌐⅔↑╢ESG╛SDGs─№╡ ⌐≈™≡⁸∕

                                                      
36 金融庁では、金融事業者による顧客本位の業務運営に資することを目的として、顧客本
位の業務運営に関する原則を定めており、原則 5では【重要な情報の分かりやすい提供】
について、原則 6では【顧客にふさわしいサービスの提供】について記載している。 
原則５．金融事業者は、顧客との情報の非対称性があることを踏まえ、上記原則４（手
数料等の明確化）に示された事項のほか、金融商品・サービスの販売・推奨等に係る
重要な情報を顧客が理解できるよう分かりやすく提供すべきである。 

原則６．金融事業者は、顧客の資産状況、取引経験、知識及び取引目的・ニーズを把握し、
当該顧客にふさわしい金融商品・サービスの組成、販売・推奨等を行うべきである。 

37 このほか、「グリーン」、「エコ」や「サステナブル」といった環境や社会にとってポジテ
ィブな効果を示唆する名称が対象となる。 
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─ ⌂ ╙ ╘≡ ↄ ה ╩ ℮≤≤╙⌐⁸ ⌐

∆╢⸗♬♃ꜞfi◓╩ ╘≡™ↄ↓≤⅜ ≢№╢⁹ 

 

Ɽ♇◦Ⱪ ─ ⌐⅔™≡╙⁸ ⅜◄fi◕כ☺ⱷfi♩╩ ∂

≡ ─◘☻♥♫ⱦꜞ♥▫─ ╖╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹↓─↓≤

⅛╠╙⁸ ─ ⌐ ∆╢ ∞↑≢⌂ↄ⁸ ⅜ ╠─

ESG─ ╖⌐ ∆╢ ╩ ∆╢↓≤≢⁸ ⌐╟╢ ⅜ ╦╣╛

∆™ ╩ ∆╢↓≤⅜ ╕⇔™⁹↓─√╘⌐│⁸ ⅜⁸

◘☻♥♫ⱦꜞ♥▫ ⌐ ∆╢ ╛◄fi◕כ☺ⱷfi♩ ─ ⁸↕╠

⌐ TCFD ─ ⌂ⱨ꜠כⱶ꞉כ◒⌐ ∫√ 38 ╩ ℮╟℮

⇔≡™ↄ↓≤⅜ ≢№╢⁹ 

 

╕√⁸ ≤⌂╢ ╛ ⌐⅔™≡╙⁸ESG ─ ⅜

⌐ ╢ ╩ ⌐ ╕ⅎ≡⁸ ─ ⌐ ∫√▪♪Ᵽ▬◙כ≤⌂╢ ─

⌐ ↑√ ╖╩ ╘≡™ↄ⌂≥⁸ ⌐ ⌂◘ⱳכ♩╩ ∆╢↓

≤⅜ ↕╣╢⁹↕╠⌐⁸ ╩ ≤⇔√ ⌐⅔™≡⁸

─ ≤≤╙⌐◘☻♥♫Ⱪꜟⱨ□▬♫fi☻─ ⌐≈™≡╙ ⅜ ╕╢╟

℮⁸ ┘ ה ─ ╖⅜ ↕╣╢⁹ 

 

ESG ♃כ♦ה  

 

⌂◘☻♥♫Ⱪꜟⱨ□▬♫fi☻─ ╩ ≤⇔≡⁸ ─ ESG ⌐

∆╢ ╖╛ ─ ה ⁸ESG♦כ♃ ה ╩ ℮ ESG ♦ה

♃כ 39─ ⅜ ⇔≡™╢⁹↓℮⇔√ │⁸ ─ ≤─

                                                      
38 資産運用業者等の開示を促していく観点からも、企業開示の質と量の充実が期待され
る。 
39 ESG評価の対象は、一部の株式運用における参考情報であったものから、社債、国債、
不動産などに対象を広げ、評価とデータ提供を行なう機関も純粋な調査会社からデータ・
ベンダー、指数会社、信用格付機関、信託格付機関、議決権行使助言会社と多岐に渡って
いる。なお、スチュワードシップ・コードにおいては、「機関投資家向けサービス提供者
は、特に議決権行使助言会社や年金運用コンサルタントを 念頭に置いているが、これらに
限らず、ある機関（機関投資家を含む）が、機関投資家から 業務の委託等を受け、機関投
資家が実効的なスチュワードシップ活動を行うことに資するサービスを提供する機能を有
する場合は広くこれに該当すると考えられる」としている。こうした定義に該当する ESG
評価・データ提供機関が機関投資家向けサービス提供者としてスチュワードシップ・コー
ドに署名することも可能である。 
（参考）「責任ある機関投資家」の諸原則≪日本版スチュワードシップ・コード≫（2020
年 3月改訂） 
原則８ 機関投資家向けサービス提供者は、機関投資家がスチュワードシップ責任を果た
すに当たり、適切にサービスを提供し、インベストメント・チェーン全体の機能向上に資
するものとなるよう努めるべきである。 
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≠↑⁸ ∕─╙── ⁸ ─ ╩ ∆ ⌂ ╖⌐╟

╢ ◄fi◕כ☺ⱷfi♩40─ ⌐╙ ↕╣╢⌂≥⁸ ⌐ ⌐

∆╢ ─ ⅜╡╩ ∑≡™╢⁹╕√⁸ESG ─ ⅜ ∆╢ ⁸∕

─ ╩ ╛ ESG ⅜ ℮↓≤╙ ™⁹ ≢ ╠ ESG

╩ ∆╢ ╩ →╢ ⌐⅔™≡│⁸ ⌐ ╩♃כ♦ ⌐∆╢

↓≤╙№╢⁹ 

 

↓─╟℮⌐ ESG ─♃כ♦≥ ⅜ ∆ ⁸ ♃כ♦≥ ╩ ℮

⌐ ⇔⁸ ↕╣╢ ╩♃כ♦╛ ∆╢ ה ╟╡⁸™

ↄ≈⅛ ╙ ↕╣≡™╢⁹ ⌐⁸ ─ ≤ ≢№╢⁹ESG

♃כ♦ה ⌐╟∫≡⁸ ♃כ♦╛ 41─ ה ⅜ ⌂∫≡™

╢ ⁸∕─ ╛ ─ ⅜ ↕╣≡™⌂↑╣┌⁸∕╣∙╣─

⅜ ⌂╢ ⅜ ⅛╠⌂™⁹╕√⁸ ≢ ⇔≡™⌂™ ⌐ ⅜ ⇔ↄ

↕╣≡™⌂™ ⅜№╢⌂≥─ ⅜№╢⁹ 

⌐⁸●Ᵽ♫fi☻≤ ≢№╢⁹ ⌐≈™≡ ⌂ ⅜

⌂ ⁸ ♪fiⱲfiכꜞ◓╛ ─ ╩ ℮ ≢⁸ ∂ ⌐

⇔≡ ≢◖fi◘ꜟ♥▫fi◓◘כⱦ☻╩ ∆╢⌂≥⁸ ⅜ ↕╣

 ⁹╢№⅜☻כ◔╢

⌐⁸ ⇔√ ─ ≢№╢⁹ ↕╣╢═⅝ ⁸ ⌂ ⁸

●Ᵽ♫fi☻ ⅜ ⌐ ↕╣≡™⌂™≤─ ⅜№╢⁹ 

⌐⁸ ─ ≢№╢⁹ ↄ─ ⅛╠ ─ ╩ ╘╠

╣╢↓≤─ ─ ⅝↕⅜ ≢─ ≤⌂∫≡™╢⁹ 

 

◘☻♥♫Ⱪꜟⱨ□▬♫fi☻ ─ ╩ ∆√╘⌐│⁸▬fiⱬ☻♩ⱷfi

≡™⅔⌐fiכ▼♅ה♩ ⌂ ╩ √∆ ESG ♃כ♦ה ─

⅜ 42≢№╢⁹∕─√╘⌐│⁸ ⅎ┌ ESG ♃כ♦ה ⌐╟

╢ ה ─ ╛⁸ ─ ⅔╟┘ ╛

⅜ ∆╢ ╩ ESG ♃כ♦ה ⅜ ⅎ╢ ≢

≤⌂╢ ⅜ ↕╣╢ ╖≠ↄ╡ ─ ⅜ ⅎ╠╣╢∞╤℮⁹ 

 

                                                      
40 Climate Action 100+ （脚注 33）に代表される活動。 
41 ESG評価にあたっては企業の ESGデータの収集が必要となるが、実際は十分なデータ
が開示されていないといった理由からESGデータ提供機関が利用されるケースが増えて
いる一方、不足データの推計手法が提供機関によって異なる、提供されるデータが実際の
企業の測定値と異なることがある、といった課題が指摘されている。 
42 この点、欧州証券市場監督機構（ESMA）や欧州の一部の国は、ESG評価機関を当局の
規制・監督対象に組み込むべきとの見解を示している。 
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╙∫≤╙⁸ESG ─ ⌐⅔™≡│⁸ESG ♃כ♦ה

≢⌂⇔ ╢╙─≢│⌂™⁹ ⅜ ≢ ⌐ ↕╣╢√╘

⌐│⁸ ≢⁸╕√ ↕╣╛∆™ ≢ ╩ ℮↓≤╙ ⌐ ≢

№╢⁹╕√⁸ ╛ ╩ ⌂℮ ≢ⱦ♇◓♦כ♃╛AI ─ ⅜

⌐ ╗ ≢⁸ ╛ ─№╡ ╙ ⇔ ╢↓≤⌐╙ ⅜ ≢№

╢⁹ 

 

ESG │⁸╕∞ ─ ≢№╡⁸ ⌐⅔™≡⁸ ╛ ⅛

╠─ ╩ ╕ⅎ≈≈⁸ ⌂ ◦☻♥ⱶ─ ⌐ ↑≡⁸ ≤

╩≈⌂←ESG ♃כ♦ה ⌐ ↕╣╢ ─№╡ ⌐

≈™≡ ╩ ╘╢↓≤⅜ ↕╣╢⁹╕√⁸∕─ ⌐№√∫≡│⁸

⌂ ╩ ⅎ⁸ International Organization of 

Securities Commissions IOSCO ≢ ╘╠╣≡™╢ ESG ⌐ ╢
43⌐ ⌐ ⇔≡™ↄ↓≤⅜ ≢№╢⁹ 

 

ESG ⱪꜝ♇♩ⱨ◊כⱶ 

 

⌂ ⅜ ╠╣╢  

 

─ ≢│⁸◘☻♥♫Ⱪꜟⱨ□▬♫fi☻─ ⌐ ↑≡⁸◓ꜞ

fiⱲfi♪╩│∂╘≤∆╢ESGכ ⌐ ∆╢ ─ ⁸ ╛

─ ⁸ESG ▬fi♦♇◒☻─ ─ ╖⅜ ╘╠╣≡™╢⁹ 

 

ⅎ┌⁸ꜟ◒☿fiⱩꜟ◒ Luxembourg Stock Exchange │⁸ESG

─ⱪꜝ♇♩ⱨ◊כⱶ₈Luxembourg Green Exchange LGX ₉╩

2016 ⌐ ⇔≡⅔╡⁸ ⁸ │5, 000 ♪ꜟ⁸ │900╩ ⅎ

╢44⁹LGX≢│⁸ESG ≤⇔≡─ꜝⱬꜞfi◓╩ ↑╢√╘⌐ ∆═⅝●▬

♪ꜝ▬fi╛⁸ ⌐ ∆╢ ╛ ─ ⅝─ ⁸ ↑

─ ╩ ⇔ ⇔≡™╢⁹╕√⁸ESG ─ ה כ♦╢⅝≢⅜

♃ⱢⱩ─ ⁸ ↑─ ╙ ∫≡™╢⁹ 

 

꜡fi♪fi London Stock Exchange⁸ LSE ≢│⁸LGX≤ ─

ESG ─ⱪꜝ♇♩ⱨ◊כⱶ≤⇔≡₈Sustainable Bond Market (

                                                      
43 当該議論については、欧州証券市場監督機構（ESMA）と金融庁が共同議長を務めてい
る。 
44 LGX ウェブサイト 
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SBM)₉╩ ⇔⁸250╩ ⅎ╢ ╩ ⇔⁸ 500 ⱳfi♪─ ⅜№╢⁹

SBM⌐⅔™≡╙⁸◘☻♥♫Ⱪꜟⱨ□▬♫fi☻─ ⌐ ∆╢ ה

↑─ ⌂●▬♪Ⱪ♇◒╩ ∆╢⌂≥⁸ ≤ ─ ╩ ∫≡™

ⱪכꜟ◓⁸√╕⁹╢ ─FTSE Russell ⅜ ─ESG ▬fi♦♇◒☻╩ ↄ

⇔≡⅔╡⁸ ≢│⁸ESG╩ ♃כ♦╗ Refinitiv ╩ ⇔≡

™╢45⁹ 

 

─╖⌂╠∏⁸▪☺▪─ ≢╙ ─ ╖⅜ ╠╣╢⁹

Hong Kong Exchanges and Clearing ⌐⅔™≡╙⁸LGX╛SBM≤

─ESG ⱪꜝ♇♩ⱨ◊כⱶ╩ ⇔⁸◘☻♥♫Ⱪꜟⱨ□▬♫fi☻⌐

∆╢ ₁⌂♩Ⱨ♇◒─►▼ⱦ♫כ ESG│⌐╠↕⁸▫♦♃☻☻כ◔╛ ─

Ɽⱨ◊כⱴfi☻⌐ ♅כ◘ꜞ╢∆ ⁸ ┘ ↑⌐ ₁⌂

╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

⌐⅔™≡╙⁸ ⱪכꜟ◓ JPX ⅜ⱪ꜡ ↑─

≢№╢TOKYO PRO- BOND Market⌐◓ꜞכfi ≡⇔≥♪Ⱳfiꜟꜗ◦כ♁ ⇔

≡™╢ ─ ─√╘─ⱪꜝ♇♩ⱨ◊כⱶ╩ ⇔≡™╢⁹╕√⁸

₈JPX ESG Knowledge Hub₉╩ ⇔⁸ ⌐ ─ESG ╩ ≤⇔√○

fiꜝ▬fi☿Ⱶ♫כ╛Ɫfi♪Ⱪ♇◒ ESG Ɫfi♪Ⱪ♇◒ ─ ⌐

ⅎ⁸ ─ ⁸ ┘ESG ╖╛ESG ─ ╩ ⇔≡™

╢⁹↕╠⌐⁸●Ᵽ♫fi☻╛ ⌐ ╩ ≡√ ─ ה ╙ ∫

≡™╢⁹ 

 

⌐⅔™≡╙⁸ ↄ─ ≤─ ╩ ∆╢ ⌐⅔™≡⁸ ╛

⌐≤∫≡ ⌂ ⅜ ╠╣╢ ╩╟╡ ⁸ ∆╢↓≤⅜

≢№╢46⁹ ⌐│⁸ᵑ ─ESG ⌐ ∆╢ ╛⁸ ⌂

ה ╩ ╗⁸ ─ ה ⁸ᵒ ה ─ ╛

╩ ≤∆╢ESG ה ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ⁸ᵓ ─ ≤

─ ⌐╟╢ESG▬fi♦♇◒☻─ ⁸ ╩ ≤∆╢⁸ ⌐ ⌂

ⱪꜝ♇♩ⱨ◊כⱶ─ ESG ─☻ⱦכ◘♃כ♦─ ╩ ⌐ ╘╢

                                                      
45 ドイツ証券取引所は、2020年 11月、ESG事業も展開する議決権行使助言会社 ISS
（Institutional Shareholder Services）の買収を公表しているが、この買収には、ISSが保
有する ESGの専門知識とデータを獲得することで、同取引所が世界をリードする ESGデ
ータ提供者になる狙いがあるとされる。 
<https://deutsche -boerse.com/dbg-en/media/press-releases/Deutsche-B-rse-acquires-
leading-governance-ESG-data-and-analytics-provider-ISS-2343868> 
46 既に環境省「企業と投資家のためのESG対話プラットフォーム」や環境省「グリーンボ
ンド発行促進プラットフォーム」が構築・運営されているところである。 
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↓≤⅜ ↕╣╢47⁹╕√⁸ ╛ ─ ⌐≤∫≡─

╩ ↕∑╢ ≤⇔≡⁸ ⅎ┌ ⅜◘☻♥♫ⱦꜞ♥▫ ╩XBRL48⌐╟

╡♃◓ ↑∆╢↓≤⌂≥╩⁸ ⇔≡ ⇔≡™ↄ↓≤╙ ⅎ╠╣╢⁹ 

 

ESG ─  

 

♪fiⱲfiכꜞ◓ ─ESG │ ╩ ⇔≡ ↕╣╢ ⌐⅔™≡

─ ≤│ ⌂∫≡™╢√╘⁸ICMA╛ ⅜ ⇔≡™╢ ╛●▬♪

ꜝ▬fi⌐⅔™≡│⁸ ╩ ∆╢↓≤⌂≥⁸ ⌐⅔™≡ √∆

═⅝ ⅜ ↕╣≡™╢⁹↓─√╘⁸ ⁸ESG ─

⌐⁸ ⅎ┌⁸ ─ ⅛╠₈ ⌂ ≤ fiⱲכꜞ◓⌂

fi♪≢№╢₉ ─ ╩ ∆╢⁸№╢™│⁸ ─ ⌂ ⌐ ≠ↄ

⅛╠─ ╩ ∆╢⌂≥─™ↄ≈⅛─ ⅜ ™╠╣≡™╢⁹ 

 

⅜ כꜞ◓╢∆◓fi≢№╢≤ꜝⱬꜞfiכꜞ◓∏╠╦⅛⅛╙⌐™⌂╦

fi►◊♇◦ꜙ⌐ ∆╢ ╩ ╕ⅎ╣┌⁸◘☻♥♫Ⱪꜟⱨ□▬♫fi☻ ─

⌐⅔™≡⁸ ⅜ ╦╣╢ESG ⌐ ∆╢ ─ ╩

╢↓≤⅜ ≤⌂╢⁹ ─ ⌐⅔™≡│⁸ESG ─ ≤⇔≡⁸

∆═⅝●▬♪ꜝ▬fi─ ⁸ ─ ╛ ⌂ ╩ ≤∆╢

⌂≥─ ╙№╢⁹ ⌐⅔™≡╙⁸ESG ─ ╩ ⌐ ∆╢

╖49─ ⅜ ↕╣╢⁹ 

 

 

 ─ ≤ꜞ☻◒  

 

─ ⅜ ™ ⌐⅔™≡│⁸◘☻♥♫Ⱪꜟⱨ□▬♫fi☻─ ⌐

√∫≡⁸ ╩│∂╘≤∆╢ ⅜ √∆═⅝ │ ≢№╢⁹∕─

√╘⁸₈ ₉≢ ═√≤⅔╡⁸ ⅜⁸◘☻♥♫ⱦꜞ

♥▫⌐ ∆╢ ≤ꜞ☻◒─ ╩ⱦ☺Ⱡ☻ ╛ꜞ☻◒ ⌐ ╡ ╪≢™

ↄ↓≤─ │ ⅝™⁹ 

                                                      
47 ESG関連債の発行を支援する観点から、引受業務をはじめとした金融仲介機能等を担う
証券会社等が、例えば発行体に対する各種ガイドラインの解釈、フレームワーク策定支援
等の役割を適切に果たすことも期待されている。 
48 XBRL（「eXtensible Business Reporting Language」の略）は、財務報告等開示書類に電
子的タグを付し効率的な情報取得を可能とするための国際的に標準化された言語仕様。 
49 国際標準化機構（ISO）においては、タクソノミーを含めたグリーンボンド・ローンの
発行・融資手順に関する国際規格（ISO14030-1 から ISO14030-4）を作成する動きが見ら
れる。 
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∕─ ≢╙⁸ ≢│⁸≤╡╦↑ ꜞ☻◒⅜⁸ ∆═⅝ ╙

⌂ ≤⌂∫≡™╢50⁹ ꜞ☻◒⅜⁸ ─ ⌐ ⌐ ╖ ╕

╣⌂↑╣┌⁸ ⁸ ⌐ ℮ ╛ ─ ⁸ ⌐ ℮

╛ Ɽ♃כfi─ ⅜ ⇔√ ⌐⁸ ⅝⌂ ─ ⅜ ↓╡ ╢51⁹

↓℮⇔√ ─ ≢⁸ ⌐│ ꜞ☻◒ ⌐ ╢ Ⱡ♇♩꞉כ

◒ Network for Greening the Financial System ⁸ NGFS 52╛Ᵽכ♀ꜟ

⌐⅔™≡⁸ ⌂ ꜞ☻◒ ⌐ ∆╢ ⅜

╘╠╣≡™╢⁹ 

 

 

 

┼─₈ ₉⅜ ↕╣╢ ⁸ ⌐│GHG כ♃◒☿

─ ╩ ⌐⁸ ⌂ ⌐╟∫≡GHG ⌐ ↑√ ─ ╩

∆↓≤⌐╟╡₈ ꜞ☻◒₉ ╩ ╢≤≤╙⌐⁸ √⌂ⱦ☺Ⱡ☻ ─

⌐ ∆╢↓≤⌐╟╡⁸ ⇔─ ⌐ ∆╢≤™℮ ⅜ ↕╣╢⁹

≢⁸ │GHG ⌐כ♃◒☿ ⇔ ⌐ ╩ ∫≡⅔╡⁸↓℮

⇔√ ⌐ ∆╢ ╙ ╕∫≡™╢⁹↓─╟℮⌂ ─ ∟ ⌐

≈™≡⁸ ⌐№╢ ╩ ∟ ↑≡ ⅛╠─ ╩◘ⱳכ♩⇔⌂⅜

╠⁸ ┼─ ⌐ ↑√ √⌂ⱨ□▬♫fi☻⌐╙ ╡ ╪≢ ↄ≤™℮⁸

₈ ─ ⇔↕₉⌐ ╢ ╙№╡⁸↓℮⇔√ ╙ ╕ⅎ≡

┼─ ─⌂™ ⌂₈ ₉╩ ⇔≡™ↄ ⅜№╢⁹ 

  

╕√⁸ ⌐⅔™≡│⁸ ╠─ ≤⇔≡ ⌂ ╛

⌐⅔↑╢ ─ ⅝⌐≥─╟℮⌐ ⅝⌐ ⇔≡™ↄ⅛ⱦ☺ꜛfi╩

⇔≡™ↄ↓≤╙ ≢№╢⁹↕╠⌐⁸↓℮⇔√ⱦ☺ꜛfi⌐ ∫≡⁸

⅜ ⌐⅔↑╢ ╩ ∆╢ ≢│⁸ ─ ╩

⇔⁸∕─ ⌐ ∆╢ ─☻ⱦכ◘╛ ╩ ≢⅝╢╟℮⁸ⱡ►Ɫ►─

                                                      
50 最近では、気候変動の問題に続いて、生物多様性の問題を金融上のリスクとして捉えて
いこうとするTNFD （Task force on Nature-related Financial Disclosure）や NGFS-
INSPIRE Joint Study Group on Biodiversity and Financial Stability 等の国際的な取組みも
進展しつつあることに留意が必要である。また、こうした生物多様性のみならず、他のサ
ステナビリティ課題についても適用可能な部分が多い。 
51 Mark Carney（2015年９月）“Breaking the tragedy of the horizon - climate change and 
financial stability -”  
52 NGFSは、気候リスクへの金融監督上の対応を検討するための中央銀行及び金融監督当
局の国際的なネットワークとして、2017年 12月に設置。100以上の当局・国際機関が参
加しており（2021年 3月時点）、金融庁は 2018年 6月にメンバーとして加盟、日本銀行
も 2019年 11月より加盟。 
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╛☻◐ꜟ─ ⁸ ─ꜟכ♠ ╩ ⌐ ╘╢↓≤⅜ ≢№╢⁹

⌐⁸ ⌐ ℮ ─ ⅜ ─ ⌂ꜞ☻◒⌐⌂╡⅛⌡⌂

™─≢⁸ ╘ ╘─ ╩ ╢↓≤⅜ ╕╣╢⁹ 

 

ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌─ ─ ⁸ ─╖⌂╠∏ ⌐⅔™≡

╙ ⅜ ╘╠╣≡™ↄ↓≤⌐⌂╢↓≤╩ ⌐⁸ ⌐⅔™≡│⁸

─ESG ─ ╖≤╙ ⇔≡⁸ ⌐⅔↑╢SDGs─

╩ ∂√ ─ ⌐ ↑√ ╖╩ ∆╢↓≤⅜ ╕╣╢⁹∕

─√╘⁸ ≤─ ╩ ╘√ ⌐⅔↑╢ ┼─ ╖⌐≈™

≡⁸ ∆╢ ─ ─ ╩ ╡ ╪∞●▬♄fi☻─ ⌐ ╡ ╪≢

™ↄ⌂≥─ ╩ ╘≡™ↄ↓≤⅜ ≢№╢⁹ 

 

╕√⁸ ↄ─ ⅜ ╩ →╢ ⁸ ⁸ ─√╘⌐

─ ⅜☼כ♬ ╕╢ ⅜№╢⁹ ⌐⅔↑╢ ⇔™

─ ╩ ∆╢√╘⌐╙⁸ ⌐╟∫≡ ↕╣╢ ─

╩ ⌐ ∆╢↓≤⌐╟╡⁸ ╩ ∆╢≤™∫√ √⌂ ╩

╡ ╣╢↓≤╙ ⅎ╠╣╢53⁹ 

 

⌂⅔⁸ ≢│⁸ ⌐ ─ ≤⇔≡⁸♃◒♁ⱡⱵכ╩ ⇔⁸

∆╢ⱳכ♩ⱨ◊ꜞ○─ ⌐ ⌂fiכꜞ◓╢∆ ─ ─

─ ╩ ╘╢ ⅜ ↕╣≡™╢⁹↓℮⇔√ ╙⁸ ─ ⅜⁸

─♩ꜝfi☺◦ꜛfiהⱨ□▬♫fi☻─ ⅎ ⌐ ∫≡

╩ ╘╢ ⌐⁸ ╠─ⱳכ♩ⱨ◊ꜞ○ ≢─ ─ ╩ ⇔

≡™ↄ⌐№√╡ ₁⌂ ⅜ ⅎ╠╣╢ ≢ ≈─ ≤│⌂╤℮54 

 

ꜞ☻◒  

 

⌐⅔↑╢ ꜞ☻◒ 

 

⌐⁸ ꜞ☻◒│ ꜞ☻◒≤ ꜞ☻◒─ ≈⌐ ⅝ↄ

                                                      
53 国内では、関係省庁において、カーボンプライシングの仕組みについての議論が進めら
れている。また、国際的には、2020年 9月、元イングランド銀行総裁のマークカーニー氏
らが主導し、民間セクターにおけるクレジット市場拡大を目的としたタスクフォース
「Taskforce on Scaling Voluntary Carbon Markets(TSVCM) 」が設置されるなど、民間主
導のカーボンクレジット市場についての議論が進展している。 
54 投融資先支援において重要な指標となる投融資先のGHG 排出量（ファイナンスド・エ
ミッション）の算定及び削減方策の検討を支援するため、今夏より、環境省と金融庁は、
金融機関を対象とするポートフォリオ・カーボン分析の調査・支援事業を実施予定。 



25 

↕╣╢⁹ ⌐⁸ ⌐⅔↑╢ ꜞ☻◒≤│⁸ ┼─

─√╘─ ⁸ ⁸ ה ─☿fi♅ⱷfi

ה♩ ה ─ ⌐╟∫≡ ⅝ ↓↕╣╢ꜞ☻◒⁸ ꜞ☻◒≤│⁸

⌐ ℮ ⌂ ─ ה↕ ─ ⌐ ↓╢ꜞ☻◒≤⁸

─ ⌂ Ɽ♃כfi─ ⌐╟∫≡ ⅝ ↓↕╣╢ꜞ☻◒⁸≤

⌐ ↕╣╢⁹ 

 

⌐⅔↑╢ꜞ☻◒─ ≤⇔≡│⁸ ꜞ☻◒⁸ ꜞ☻◒⁸

ꜞ☻◒⁸ ┘○Ɑ꜠כ◦ꜛ♫ꜟꜞ☻◒ ⅜ →╠╣╢⅜⁸ ꜞ☻◒│⁸

↓╣╠ ─ꜞ☻◒ ⌐ √⌐ ⅎ╠╣╢╙─≢│⌂ↄ⁸ ꜞ☻◒╩

│ ↕∑╢₈ꜞ☻◒♪ꜝ▬Ᵽ₉כ≢№╢≤™ⅎ╢⁹⇔√⅜∫≡⁸ ꜞ

☻◒⌐≈™≡│⁸ ─ꜞ☻◒ ─ ╖⌐⁸ ⌂ ≢ ↕╣╢↓≤

⅜ ≢№╢⁹ 

 

∕─ ⌐ ⅜ ⌂ ꜞ☻◒─ ≤⇔≡│⁸ꜞ☻◒ ─ ↕

≤ꜞ☻◒─ ─ ↕─ ⅜ →╠╣╢⁹ ⌐╟╢ ─ ╛

─ ≤™∫√ ─ │⁸ ⅛↑≡ ╣╢≤↕╣≡™╢⁹

╕√⁸ ⌐≈™≡│⁸GHG ⅜ ∆╢⌐≈╣≡ ⅜ ⌐

∆╢ ⅜ ⌐╙ ↕╣≡™╢⅜⁸ ⌐ ℮ ─

⌐╟╡ ⅜∕℮⇔√ ⌐ ⌐ ╗ ⌐≈™≡⁸∕─ ─

⌂♃▬Ⱶfi◓╛ ⌐│ ⌐ ⌂ ╙ ↕╣≡™╢⁹ 

 

╛ ─ ⌐⅔™≡│⁸∕╣∙╣─ ה ⌐ ∂≡⁸

↓℮⇔√ ꜞ☻◒─ ╩ ╕ⅎ√ ─ ⅜ ≢№╢⁹↓─

⁸NGFS 55⅛╠⁸ ─ ╡⁸ ─ ⅜ ↕╣≡™╢⁹ ⌐

⅔™≡╙⁸↓╣╠─ ╩ ╕ⅎ⁸ ≤─ ╩ ⌡≈≈⁸ ─

╩ ╡ ╪∞●▬♄fi☻╩ ∆╢⌂≥⁸ ─ ╩ ⌐ ⇔≡

™ↄ↓≤⅜ ≢№╢⁹ 

 

ᵑ  ⱦ☺Ⱡ☻⸗♦ꜟה  

─ⱦ☺Ⱡ☻⸗♦ꜟ╛ ⌐ ╩ ⅎ╢ ꜞ☻◒≤ ╩

                                                      
55 主に以下を参考に、金融庁にて整理。 
・NGFS(2020) “Guide for Supervisors: integrating climate-related and environmental risks 
into prudential supervision” 
・European Central Bank(2020) “Guide on climate-related and environmental risks” 
・Bank of England(2019) “Enhancing banks’ and insurers’ approaches to managing the 
financial risks from climate change” 
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⇔√ ≢⁸ ┼─ ꜠☺ꜞ◄fi☻ ╩ ⇔√ⱦ☺Ⱡ☻⸗♦

הꜟ ╩ ⁹╕√⁸ ⇔√ ─ ╩⸗♬♃ꜞfi◓∆╢√╘─

⌂KPI ╩ ⁹ 

 

ᵒ  ●Ᵽ♫fi☻ 

ꜞ☻◒⌐ ∆╢●Ᵽ♫fi☻ ╩ ⇔⁸ ∆╢ ╛⁸ ─

ⱦ☺Ⱡ☻⸗♦ꜟה ≤─ ╩ ╕ⅎ√ ⌐╟╢⸗♬♃ꜞfi◓≤™∫

√ ─ ה ╩ ⁹∕─ ≢⁸ ꜞ☻◒⌐ ∆╢ ╩

∆╢⌂≥⁸ ≤⇔≡─ ꜞ☻◒ ╩ ⁹ 

 

ᵓ ꜞ☻◒  

─ ─ꜞ☻◒ ○Ɑ꜠כ◦ꜛfi ↔≤⌐⁸

∆╢ ꜞ☻◒─ ה ה ⱪ꜡☿☻╩ ⁹╕√⁸

⌐ ∆╢ ⌐ ∫√ ╛ ─ⱪ꜡☿☻ ╛◄fi◕כ☺ⱷfi

♩ ╩ ⁹ 

 

ᵔ ◦♫ꜞ○  

⌐ ∆╢ ⌂◦♫ꜞ○╩ ™√◦♫ꜞ○ ⌐≈™≡⁸

∕─ ─ ≤ ╩ ⁹ ⌐≈™≡│⁸ⱦ☺Ⱡ☻⸗♦ꜟה ╛

ꜞ☻◒ ⌐ ⁹ 

 

ᵕ  

ᵑ ᵔ─ ⌐≈™≡⁸TCFD ─ ─ ╖╩ ™≡

⌂ ╩ ⁹ 

 

◦♫ꜞ○ ─  

 

ꜞ☻◒│⁸ ≢ ⅛≈⁸ ⌂ ⅜ ⅝™ꜞ☻◒≢№╡⁸

↕╠⌐⁸ ─ ╛ ⌐ ∆╢ ⅜ ↄ⁸ ─♩꜠fi♪

╛ ─ ⅜ ⅝ↄ ╦╠⌂™≤ ∆╢ ─ꜞ☻◒ ≢

│ ⅎ╠╣⌂™⁹↓─╟℮⌂ ┼─ ⌐│⁸◦♫ꜞ○ ─ ⅜ ≤

ⅎ╠╣╢56⁹ 

 

                                                      
56 こうしたシナリオ分析をストレステストと称して実施する金融監督当局も見られるが、
そうした当局においてもそのストレステストの目的は通常のストレステストのような金融
機関の資本の十分性の検証に置かれているわけではないことに注目すべきである。 
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╕√⁸ ⌐⅔™≡│⁸ ⌐│⁸ꜞ☻◒ ─ ⌐≤≥╕╠

∏⁸◦♫ꜞ○ ╩ ∆╢↓≤│⁸ⱦ☺Ⱡ☻⸗♦ꜟ⁸ ⁸№╢™│

─ ╩ ∆╢↓≤╩ ∂≡⁸ ꜞ☻◒⌐ ⇔≡╟╡ ⌂

ⱦ☺Ⱡ☻⸗♦ꜟ─ ⁸ ─ ⌐ ∆╢≤ ⅎ╠╣╢⁹↕╠⌐⁸◦♫ꜞ○

⌐╟╡⁸ ⌐ ╢ꜞ☻◒╛ ⌐ ∆╢ ╩ ⇔⁸ ─

╩ ⌐ ∆╢↓≤⅜≢⅝╣┌⁸ⱦ☺Ⱡ☻⸗♦ꜟ╛ ╩ ∆ ╩ ╢

↓≤⌐╙≈⌂⅜╢⁹ 

 

╕√⁸ ⅜ ╩ ∂√◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi ≤⇔≡◦♫ꜞ○

╩ ∆╢↓≤│⁸ ⌐≤∫≡╙⁸ ─ ⅜ ─ꜞ☻◒

╛ ⌐≈™≡≥─╟℮⌐ ⇔≡™╢⅛╩ ∆╢√╘⌐ ≢№╢⁹ 

 

 ↓℮⇔√ ⁸ ⅜ ─ ⌐⅔™≡╙⁸TCFD ╩ ╕ⅎ≡⁸

─ ∆╢◦♫ꜞ○╩ ™√◦♫ꜞ○ ╛∕─ ⅜ ╘╠╣≡™╢⁹

⁸ ⌐⅔™≡│⁸ ⌐ ⌐ ╢ꜞ☻◒─ ◦☻♥ⱶ┼

─ ╛⁸ ─ ꜞ☻◒┼─ ╩ ∆╢√╘⁸

≤ ⇔⁸ ◦♫ꜞ○╩ ™√◦♫ꜞ○ ╩ ∆╢ ⅝⅜ ⅜∫≡

™╢⁹╕√⁸NGFS⌐⅔™≡│⁸ ─ ╩ ⅎ╢≤≤╙⌐

─ ╙ ↕∑╢√╘⁸◦♫ꜞ○ ─√╘─ ◦♫ꜞ○─

⅜ ╘╠╣≡™╢⁹√∞⇔⁸ ≢│⁸◦♫ꜞ○ ─ ⌂ ╛⁸

♃כ♦─╘√─ ⌂ ╙ ↄ⁸ ⌐ ╖╩ ⇔≡™╢

─ ╩ ≡╙⁸ ◦♫ꜞ○╛ ∆═⅝ꜞ☻◒ │ ₁≢№╢⁹ 

 

─╟℮⌂ ╩ ╕ⅎ⁸ ⌐⅔™≡│⁸◦♫ꜞ○ ⌐ ∆╢

⌂ ⌐╙ ─♃כ♦⁸╠⅜⌂⇔ ╛ ─ ⁸◦♫ꜞ○─

⌐≈™≡ ≤ ╩ ⇔⁸ ⌐│◦♫ꜞ○ ╩

⌐╟╢ ꜞ☻◒┼─ ⌂ ⌐ ≢⅝╢╙─⌐∆╢↓≤╩

⇔≡⁸ ◦♫ꜞ○╩ ™√◦♫ꜞ○ ─ ╛ ─№╡ ⌐ ╢

╩ ⌐ ╘≡™ↄ↓≤⅜ ╘╠╣╢⁹∕─ ⌂ ╘ ≤⇔≡│⁸╕∏│

⌂ ╩ ⌐ ◦♫ꜞ○╩ ™√◦♫ꜞ○ ─ ╖

╩ ╘⁸∕─ ╛ ≤ ≤─ ╙ ╘√ ─ ⌐

≈™≡ ╩ ⇔√ ≢⁸∕─ ╩∕─ ה ⌐ ∂≡ ─

⌐╙ ⌐ →≡™ↄ↓≤⅜ ≢№╢⁹╕√⁸ ≤⇔≡│⁸↓℮⇔√

╖╩ ∂≡ ╠╣√ ה ╩ ⌐⁸NGFS─ ⌂ ⌐ ⇔≡™

ↄ↓≤⅜ ╘╠╣╟℮⁹╕√⁸ ⅜ ⇔≡⁸↓─╟℮⌂ ⌂
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≢ ╠╣√ ╛ ╩ ╘⁸ ⌐⅔↑╢ ⌐ ∆╢ 57─

╩ ⌐ ℮↓≤╙ ≢№╢⁹ 

 

 

⅔╦╡⌐ 

 

√∟⅜ ⌂ ─ ╩ ∆⌂╠┌⁸ ╩ ⅎ╢ ⌂◘Ⱪ◦

☻♥ⱶ─ ≈≢№╢ ╙⁸∕╣≤ ⌂◦☻♥ⱶ≢⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹◘

☻♥♫Ⱪꜟⱨ□▬♫fi☻≤│⁸ ─ ─↓≤≢│⌂ↄ⁸ ⌂

╩ ⅎ╢ ─ ╛ ╖⁸ ⁸ ─ ╩ ∆╢⁹

∕─╟℮⌂◘☻♥♫Ⱪꜟⱨ□▬♫fi☻┼─ ╖│ ╕∫√┌⅛╡≢№╢⁹⇔⅛

⇔⁸2050 ⁸2030ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌ ⌐46 ≤™℮ ╩

∆╢√╘⌐│⁸ ╩↓╕⌡™≡™╢ │ ↄ⌂™⁹ │ ∞

≤™℮ ╩╙∫≡⁸◘☻♥♫Ⱪꜟⱨ□▬♫fi☻╩ ╘≡™ↄ ⅜№╢⁹ 

 

ה ⌂ ─ ⌐ ⌂ ─ ╩ ∆╢↓≤╙

⌐ ∑╠╣√ ≢№╢⁹⇔⅛⇔ │≢↑∞כ♃◒☿ ╣⌂™ꜞ☻◒

fiꜛ◦כfi▬ⱡⱬכꜞ◓⁸╘√─⧵⁹╢№╙ fiכꜞ◓╛ ⱨ□fi♪

─ ╩ ┘ ⌐ ─ ╩ ∆⌂≥⁸ ─ ⌐╟╢

╩ ⇔≡™ↄ↓≤╙ ≢№╢⁹ 

 

◘☻♥♫Ⱪꜟⱨ□▬♫fi☻│ ≢№╢⅜╝ⅎ⌐⁸ ╙ ╩│∂

╘≤⇔√ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸NGO ⅜ ⇔⁸

⌐ ╡ ╕╣√ ╩ ╕ⅎ⁸ ⅛≈ ⌐ ⇔⁸↕╠

⌂╢ ⌐ →≡™ↄ↓≤╩ ↄ ╖√™⁹ 

                                                      
57 例えば、国内における物理的リスクの影響に係るシナリオデータなどが考えられる。 


